
税金・融資のご相談は☎078－393－1817へ。 保険医年金・休業保障・グループ保険のお問い合わせは☎078－393－1805へ。（朝９時30分から)

発行所　兵庫県保険医協会

　　　　 〠650-0024 神戸市中央区海岸通1丁目2-31
　　　　 神戸フコク生命海岸通ビル5F ☎078･393･1801
　　　　 （1部350円送料共･年間購読料12,000円）
　　　　 振替01190-1-2133
（会員の購読料は会費に含まれています）

第 号

（１） (昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞

http://www.hhk.jp/1672
2011年11月25日

２０１１年(平成２３年)１１月２５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１６７２号

　

今
月
14
日
は
世

界
糖
尿
病
デ
ー
だ

っ
た
。
ま
だ
広
く

知
ら
れ
て
は
い
な

い
よ
う
だ
が
、
イ

ン
シ
ュ
リ
ン
発
見
者
の
フ
レ
デ

リ
ッ
ク
・
バ
ン
テ
ィ
ン
グ
の
誕

生
日
に
ち
な
ん
で
２
０
０
６
年

に
国
連
が
定
め
た
。
今
年
は
イ

ン
シ
ュ
リ
ン
発
見
か
ら
90
周
年

に
あ
た
る
。
日
本
で
も
東
京
タ

ワ
ー
や
通
天
閣
な
ど
が
シ
ン
ボ

ル
カ
ラ
ー
の
青
で
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
た
▼
手
元
に
岩
波
書
店

の
『
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
物
語
』
が

あ
る
。
学
生
時
代
に
読
ん
だ
本

だ
か
ら
す
っ
か
り
黄
ば
ん
で
い

る
が
、
中
身
は
ま
だ
新
鮮
で
感

動
的
だ
。
当
時
、
恐
ろ
し
い
死

の
病
だ
っ
た
糖
尿
病
の
究
明
に

取
り
組
む
２
人
の
若
者
の
物
語

だ
▼
１
９
２
１
年
の
夏
、
医
学

部
長
に
頼
み
込
ん
で
夏
季
休
暇

の
間
だ
け
借
り
た
研
究
室
の
片

隅
で
の
悪
戦
苦
闘
は
物
語
に
詳

し
い
。
後
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受

け
る
こ
と
に
な
る
が
、
な
ぜ
か

相
方
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ベ
ス
ト

が
選
に
も
れ
た
。
バ
ン
テ
ィ
ン

グ
が
即
座
に
賞
金
の
半
分
を
ベ

ス
ト
に
分
け
る
と
声
明
し
た
エ

ピ
ソ
ー
ド
も
残
さ
れ
て
い
る
▼

話
は
変
わ
る
が
、
保
険
医
協
会

の
休
業
保
障
審
査
委
員
を
し
て

い
て
、
糖
尿
病
が
理
由
の
休
業

が
多
い
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。

開
業
医
特
有
の
多
忙
や
ス
ト
レ

ス
も
引
き
金
に
な
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
。
バ
ン
テ
ィ
ン
グ
ら
の

お
か
げ
で
糖
尿
病
は
死
の
病
で

は
な
く
な
っ
た
が
、
私
た
ち
の

生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

病
気
で
あ
る
こ
と
に
違
い
は
な

い
▼
先
の
国
連
決
議
で
も
発
展

途
上
国
で
の
患
者
の
急
増
が
危

惧
さ
れ
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
リ

ズ
ム
、
貧
困
や
格
差
の
問
題
が

見
え
隠
れ
す
る
。
和
食
の
良
さ

が
見
直
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
話
題
の
昨
今
だ
が
、

食
文
化
や
健
康
と
い
う
面
か
ら

も
よ
く
考
え
て
み
た
い
（
星
）

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

特集　第20回日常診療経験交流会 4・５面

８面診内研より
リンパ浮腫に対する治療とケア

研
面
究

県立こども病院移転問題インタビュー② ２面

　

国
民
皆
保
険
を
守
り
、
今
こ
そ
医
療
再
生
を―

。
協
会
は
11
月

20
日
に
第
80
回
評
議
員
会
を
開
催
。
東
日
本
大
震
災
対
策
を
は
じ

め
原
発
か
ら
Ｔ
Ｐ
Ｐ
ま
で
重
要
課
題
が
相
次
い
で
展
開
す
る
激
動

の
情
勢
の
な
か
、
活
動
水
準
を
さ
ら
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
確
認

し
た
。
フ
ロ
ア
か
ら
は
16
人
が
発
言
し
、
情
勢
へ
の
意
見
や
支
部

の
取
り
組
み
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。
当
日
は
臨
時
（
決
算
）
総

会
、
第
34
回
共
済
制
度
委
員
会
も
行
わ
れ
た
。 （
発
言
詳
報
次
号
）

執
行
部
か
ら
前
半
期
活
動
ま
と
め
と
後
半
期
方
針
が
提
案
さ
れ
た

改
革
な
ど
医
療
を
対
象
に
す
る

よ
う
求
め
て
く
る
の
は
明
ら
か

と
し
、
皆
保
険
を
守
る
運
動
が

さ
ら
に
重
要
に
な
っ
て
い
る
と

し
た
。

　

ま
た
、
県
立
こ
ど
も
病
院
の

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
移
転
問
題

な
ど
県
政
対
策
を
強
め
つ
つ
、

患
者
負
担
で
は
子
ど
も
の
医
療

費
窓
口
負
担
を
中
学
３
年
生
ま

で
無
料
に
し
て
い
る
自
治
体
が

県
下
で
６
割
を
超
え
た
こ
と
な

ど
も
紹
介
し
、
患
者
負
担
の
大

幅
軽
減
を
求
め
る
運
動
を
さ
ら

に
強
め
よ
う
と
訴
え
た
。

共
済
制
度
委
員
会

グ
ル
ー
プ
保
険
を
改
善

　

共
済
制
度
委
員
会
で
は
各
制

度
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
、
グ

ル
ー
プ
保
険
は
来
年
か
ら
制
度

改
善
を
実
施
す
る
こ
と
、
募
集

再
開
が
待
ち
望
ま
れ
て
い
る
休

業
保
障
制
度
の
整
備
が
保
団
連

で
進
行
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が

報
告
さ
れ
た
。

　

特
別
報
告
と
し
て
、
三
井
生

命
取
締
役
常
務
執
行
役
員
の
中

島
拓
之
氏
が
「
混
迷
す
る
金
融

情
勢
と
生
保
業
界
の
運
用
戦

略
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

山
家
氏
が
特
別
講
演

所
得
増
で
景
気
回
復
を

　

暮
ら
し
と
経
済
研
究
室
主
宰

の
山
家
悠
紀
夫
氏
が
「
震
災
復

興
と
社
会
保
障
の
財
源
」
を
テ

ー
マ
に
特
別
講
演
。
勤
労
者
所

得
が
減
少
し
て
い
る
中
で
消
費

税
増
税
は
財
源
に
な
り
得
ず
、

震
災
復
興
・
社
会
保
障
と
も

に
、
勤
労
者
所
得
を
増
加
さ
せ

景
気
を
上
向
き
に
す
る
経
済
政

策
を
ベ
ー
ス
に
、
軍
事
費
や
大

企
業
優
遇
税
制
の
廃
止
で
財
源

は
で
き
る
と
解
明
し
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
定
額
負
担
増
・
原
発
な
ど
重
点
課
題
確
認

　

開
会
あ
い
さ
つ
で
池
内
春
樹

理
事
長
は
、
来
年
は
診
療
報
酬

改
定
が
あ
る
が
実
態
と
か
け
離

れ
た
報
道
が
さ
れ
て
い
る
と
指

摘
。
国
民
皆
保
険
を
守
り
、
憲

法
が
光
り
輝
く
日
本
を
創
ろ
う

と
呼
び
か
け
た
。

　

前
半
期
活
動
ま
と
め
を
報
告

し
た
武
村
義
人
副
理
事
長
は
、

東
日
本
大
震
災
で
被
災
者
の
医

療
費
免
除
措
置
の
対
象
拡
大
と

期
限
の
延
長
、
被
災
医
療
機
関

再
建
へ
の
公
的
支
援
対
象
に
歯

科
医
療
機
関
を
実
現
し
た
こ
と

な
ど
、
兵
庫
協
会
が
大
き
な
役

割
を
果
た
し
た
と
強
調
し
た
。

　

ま
た
、
野
田
内
閣
が
参
加
交

渉
に
踏
み
切
っ
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で

は
、
ア
メ
リ
カ
が
国
民
皆
保
険

評議員会

皆
保
険
守
り
診
療
報
酬
ア
ッ
プ
を

皆
保
険
守
り
診
療
報
酬
ア
ッ
プ
を

　

協
会
・
保
団
連
は
11
月
10

日
、
被
災
者
医
療
提
供
体
制
の

早
急
な
確
保
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参

加
反
対
な
ど
に
つ
い
て
、
厚
労

省
や
国
会
議
員
へ
の
要
請
行
動

を
実
施
し
た
。

　

厚
労
省
は
、
休
日
等
歯
科
診

療
所
お
よ
び
在
宅
当
番
医
制
歯

科
診
療
所
の
災
害
復
旧
費
補
助

金
の
対
象
追
加
に
加
え
て
、
同

措
置
を
今
年
４
月
１
日
に
遡
及

し
て
適
用
す
る
こ
と
と
し
、
１

３
９
診
療
所
が
対
象
に
な
る
と

の
見
通
し
を
示
し
た
。
災
害
復

旧
費
補
助
金
交
付
の
た
め
の
査

定
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
調
査
を
行
う
班
を
倍
増

し
、
来
年
１
月
を
目
途
に
全
て

の
調
査
を
終
え
る
見
通
し
で
あ

る
こ
と
を
報
告
し
た
。

　

全
壊
し
た
医
療
機
関
や
政
策

医
療
か
ら
外
れ
る
被
災
医
療
機

関
な
ど
に
つ
い
て
厚
労
省
は
、

「
来
年
度
に
再
建
す
る
場
合

は
、
災
害
復
旧
費
補
助
金
の
対

象
と
な
っ
て
い
な
い
民
間
医
療

機
関
へ
の
助
成
と
同
様
に
、
東

北
３
県
で
７
２
０
億
円
を
確
認

し
た
地
域
医
療
再
生
臨
時
特
例

交
付
金
を
原
資
に
、
各
県
で
基

金
を
つ
く
っ
て
対
応
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
回
答
。
協
会
・

保
団
連
側
は
、
厚
労
省
か
ら
各

県
に
対
し
て
、
地
域
医
療
再
生

基
金
を
被
災
し
た
民
間
医
療
機

関
へ
の
助
成
な
ど
に
使
え
る
こ

と
を
周
知
す
る
よ
う
に
申
し
入

れ
た
。

市
村
・
浜
本
議
員
と
面
談

　

国
会
議
員
要
請
で
は
、
兵
庫

選
出
の
浜
本
宏
（
民
主
）・
市

村
浩
一
郎
（
同
）
両
衆
院
議
員

が
面
談
に
応
じ
た
。

　

市
村
議
員
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い

て
「
参
加
す
る
か
し
な
い
か
は

別
に
し
て
、
今
後
の
医
療
や
農

業
を
ど
う
発
展
さ
せ
て
い
く
の

か
、
国
民
的
な
議
論
を
す
る
必

要
が
あ
る
」
な
ど
と
述
べ
た
。

浜
本
議
員
は
、
自
身
が
積
極
的

に
た
ば
こ
増
税
推
進
を
し
て
い

る
こ
と
を
紹
介
し
、「
国
民
の

健
康
の
た
め
に
必
要
な
増
税

だ
」
と
強
調
し
た
。

市
村
浩
一
郎
（
上
）・
浜
本
宏
（
下
左
）
両
衆
議
院
議
員
と
も
懇
談

「
東
北
3
県
に
720
億
円
」

被
災
医
療
機
関
再
建
へ
活
用
表
明

加
に
向
け
た
交
渉
に
入
る
こ
と

　

野
田
首
相
は
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
席
上

で
、
日
本
が
環
太

平
洋
経
済
連
携
協

定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
参

も
の
で
、
協
議
の
対
象
と
な
る

の
は
関
税
の
み
な
ら
ず
、「
あ

ら
ゆ
る
品
目
、
サ
ー
ビ
ス
」
と

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
中
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の

積
年
の
対
日
要
求
で
あ
る
混
合

診
療
の
導
入
や
医
療
機
関
経
営

へ
の
営
利
企
業
の
参
加
が
含
ま

れ
る
こ
と
も
、
首
相
は
否
定
し

な
い
。
新
し
い
技
術
や
薬
を
公

的
保
険
の
対
象
と
せ
ず
、
米
国

を
は
じ
め
と
す
る
民
間
営
利
資

本
に
市
場
開
放
す
る
狙
い
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。

　

わ
が
国
が
長
年
培
っ
て
き

た
、
保
険
証
１
枚
で
誰
で
も
必

要
な
医
療
が
受
け
ら
れ
る
国
民

皆
保
険
制
度
に
制
限
が
加
え
ら

れ
、
貧
富
の
格
差
を
持
ち
込
み

崩
壊
さ
せ
る
も
の
と
し
て
、
日

医
、
日
歯
を
は
じ
め
国
内
の
多

く
の
医
療
団
体
も
反
対
を
表
明

し
て
い
る
。

　

「
食
の
安
全
と
健
康
」
の
問

題
も
、
医
療
人
と
し
て
看
過
で

き
な
い
。
現
在
、
米
な
ど
の
農

産
物
に
か
け
ら
れ
て
い
る
関
税

が
撤
廃
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
わ
が
国
の
食
糧
自
給
率
は

わ
ず
か
13
％
に
落
ち
込
む
と
農

　

わ
が
国
に
は
、
過
去
に
水
俣

病
や
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
な
ど
、

有
害
物
質
に
よ
り
大
き
な
健
康

被
害
を
受
け
た
苦
い
歴
史
が
あ

る
。
日
本
独
自
の
厳
し
い
規
制

は
、
そ
の
教
訓
で
も
あ
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

報
道
各
紙
の
調
査
で
も
、
正

確
な
情
報
が
「
知
ら
さ
れ
て
い

な
い
」
と
す
る
国
民
が
圧
倒
的

だ
。
す
で
に
農
・
漁
業
団
体
や

市
民
・
消
費
者
団
体
、
医
療
団

体
な
ど
、
か
つ
て
な
い
規
模
の

団
体
・
個
人
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
の

立
場
を
表
明
し
て
お
り
、
運
動

は
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
だ
。
国
民

に
真
実
を
伝
え
よ
う
。

　

私
た
ち
も
、
運
動
の
一
翼
と

な
っ
て
奮
闘
す
る
こ
と
を
会
員

に
呼
び
か
け
た
い
。

ＴＰＰと皆保険

医
療
の
市
場
化
・
営
利
化
は

米
国
の
積
年
要
求

　
　

参
加
反
対
運
動
を
強
め
よ
う
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を
表
明
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
先
の
評

議
員
会
決
議
に
お
い
て

も
「
国
民
皆
保
険
制
度

の
崩
懐
を
も
た
ら
す
」

と
し
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に

反
対
の
意
思
を
示
し

た
。
改
め
て
抗
議
を
行

う
と
と
も
に
、
表
明
の
撤
回
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
不
参
加
を
断
固
要

求
す
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
す
べ
て
の
関
税

の
原
則
撤
廃
な
ど
「
高
い
レ
ベ

ル
の
貿
易
自
由
化
」
を
め
ざ
す

水
省
は
推
計
し
て
い

る
。
先
進
国
で
は
突
出

し
た
低
さ
で
あ
り
、
食

糧
主
権
を
放
棄
す
る
に

等
し
い
。

　

代
わ
っ
て
輸
入
さ
れ

る
外
国
産
の
食
糧
に

は
、
安
全
性
が
危
惧
さ

れ
る
も
の
も
多
い
。
す
で
に
牛

肉
な
ど
の
安
全
性
検
査
や
野
菜

・
穀
物
類
の
使
用
農
薬
の
規
制

緩
和
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
の
健
康
へ
の
影
響

は
未
知
の
部
分
が
多
い
。

厚労省
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第
22
回
全
国
反
核
医
師
の
つ
ど
い 

in 

埼
玉

会
員
訃
報

幕
谷　

晃
先
生

東
灘
区

内
・
小
・
外
科

８
月
３
日　

享
年
83
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り

　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

②

県立こども病院県立こども病院
な
　ぜポポーーアアイイ移転移転

インタビューインタビュー

わ
た
し
の

わ
た
し
の

わ
た
し
の一

言
一
言
一
言

　

協
会
は
、
来
年
度
予
算
編
成

や
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
同
時

改
定
を
前
に
、
会
員
の
声
を
政

府
に
届
け
る
た
め
の
院
長
署
名

を
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
呼
び
か
け
、
11
月

22
日
現
在
で
約
７
０
０
筆
の
署

名
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。「
私

の
一
言
」
に
は
、
患
者
の
受
診

抑
制
が
増
え
て
い
る
と
い
う
内

容
が
目
立
ち
、
窓
口
負
担
軽
減

・
診
療
報
酬
改
善
を
切
実
に
求

め
る
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
ま
だ
返
送
さ
れ
て
い
な
い

先
生
は
、
急
ぎ
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

送
信
い
た
だ
き
た
い
。

　

署
名
の
内
容
は
、
患
者
窓
口

負
担
を
大
幅
に
軽
減
す
る
こ

と
、
新
た
な
患
者
負
担
増
計
画

を
撤
回
す
る
こ
と
、
診
療
報
酬

を
引
き
上
げ
る
こ
と
、
診
療
報

酬
に
対
す
る
税
制
の
存
続
・
抜

本
的
な
改
善
を
は
か
る
こ
と
、

共
通
番
号
制
の
導
入
を
や
め
る

こ
と
の
５
項
目
。

〈
寄
せ
ら
れ
た
会
員
の
声
〉

•
現
在
で
も
軽
い
症
状
の
う
ち

は
我
慢
し
て
い
て
、
悪
化
し
て

受
診
す
る
方
が
多
く
、
受
診
抑

制
と
思
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
目
立

ち
ま
す
。
困
っ
て
い
ま
す
。

 

（
灘
区
）

•
高
齢
者
の
窓
口
負
担
を
特
に

軽
減
し
て
ほ
し
い
。
受
診
抑
制

に
な
る
こ
と
を
強
く
感
じ
て
い

ま
す
。 

（
明
石
市
）

•
受
診
の
た
び
１
０
０
円
払
わ

せ
る
な
ん
て
全
く
理
解
で
き
ま

せ
ん
。
結
局
、
窓
口
負
担
増
は

受
診
抑
制
↓
病
状
悪
化
で
か
え

っ
て
医
療
費
が
か
さ
む
こ
と
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

 

（
赤
穂
市
）

•
非
常
に
多
く
の
人
々
が
窓
口

負
担
が
高
く
て
困
っ
て
い
ま

す
。
外
科
系
の
再
診
療
点
数
が

低
す
ぎ
て
材
料
費
が
捻
出
で
き

ず
、
救
急
に
対
応
で
き
ま
せ

ん
。
医
療
へ
の
消
費
税
は
ゼ
ロ

税
率
に
し
て
く
だ
さ
い
。

 

（
姫
路
市
）

•
社
会
保
障
は
国
策
の
柱
で

す
。
人
命
に
関
わ
る
大
切
な
問

題
で
す
の
で
、
医
師
の
み
な
ら

ず
看
護
師
、
介
護
士
、
リ
ハ
の

方
な
ど
に
、
ス
キ
ル
に
見
合
っ

た
十
分
な
報
酬
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

（
北
区
）

•
歯
科
医
療
従
事
者
の
立
場
か

ら
言
え
ば
、
デ
ン
タ
ル
ス
タ
ッ

フ
の
社
会
的
環
境
低
下
に
は
じ

ま
っ
て
患
者
へ
の
歯
科
医
療
低

下
へ
と
負
の
悪
循
環
が
長
年
続

く
中
、
医
療
そ
の
も
の
が
崩
壊

し
て
き
て
い
る
と
認
識
し
ま

す
。
こ
の
悪
循
環
を
断
ち
切
る

体
制
づ
く
り
が
す
ぐ
に
必
要
か

と
望
み
ま
す
。

 

（
中
央
区
・
歯
科
）

　

「
被
爆
者
医
療
か
ら
見
た
原
発
事
故
」
を
緊
急
出
版
し
た
郷

地
秀
夫
協
会
副
理
事
長
の
出
版
記
念
の
つ
ど
い
が
11
月
５
日

に
、
池
内
春
樹
理
事
長
ら
が
呼
び
か
け
人
と
な
り
開
か
れ
、
66

人
が
集
ま
り
、
出
版
を
祝
っ
た
。
兵
庫
協
会
か
ら
口
分
田
勝
・

白
岩
一
心
両
理
事
が
出
席
し
た
。
郷
地
先
生
は
、
長
年
被
爆
者

を
診
療
し
た
経
験
か
ら
、
被
曝
に
よ
る
健
康
被
害
の
危
険
性
を

訴
え
て
い
る
。
定
価
１
０
０
０
円
（
税
抜
）。
お
求
め
は
☎
078

―

393―

１
８
０
７
協
会
事
務
局
ま
で
。

　

県
立
こ
ど
も
病
院
の
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
移
転
問
題
に
つ
い

て
、
心
臓
病
の
子
を
持
つ
親
・
家
族
で
つ
く
る
「
全
国
心
臓
病

の
子
ど
も
を
守
る
会
兵
庫
県
支
部
」
の
会
員
５
人
（
氏
名
略
）

に
話
を
伺
っ
た
。
同
支
部
（
会
員
約
２
５
０
人
）
は
、
心
臓
病

児
者
と
そ
の
家
族
の
苦
し
み
を
な
く
す
た
め
、
交
流
や
情
報
交

換
、
自
治
体
へ
の
働
き
か
け
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

一
番
の
不
安
は
災
害

―
―

心
臓
病
の
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
、
県
立
こ
ど
も
病
院
は

な
く
て
は
な
ら
な
い
病
院
と
聞

き
ま
し
た
。

　

Ａ
さ
ん　

は
い
。
子
ど
も
の

心
臓
病
は
ほ
と
ん
ど
が
先
天
性

で
、
治
療
に
は
専
門
的
知
識
が

必
要
で
す
。
県
内
で
は
、
こ
ど

も
病
院
と
県
立
尼
崎
病
院
以

外
、
診
て
く
れ
る
病
院
は
あ
り

ま
せ
ん
。

―
―

こ
ど
も
病
院
を
ポ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
に
移
転
す
る
計
画
が

県
か
ら
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど

う
お
考
え
で
す
か
。

　

Ｂ
さ
ん　

大
き
な
病
院
を
海

の
近
く
に
集
中
さ
せ
て
、
災
害

時
に
大
丈
夫
な
の
で
し
ょ
う

か
。
と
て
も
不
安
で
す
。

　

Ｃ
さ
ん　

万
が
一
に
備
え
、

拠
点
と
な
る
病
院
は
分
散
し
た

方
が
い
い
の
で
は
。
阪
神
・
淡

路
大
震
災
の
こ
と
を
県
は
忘
れ

て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。

　

Ｄ
さ
ん　

先
端
医
療
施
設
に

よ
る
バ
イ
オ
ハ
ザ
ー
ド
の
危
険

も
あ
る
と
の
こ
と
で
、
不
安
が

募
り
ま
す
。
抵
抗
力
の
弱
い
子

ど
も
た
ち
を
、
な
ぜ
危
険
に
近

づ
け
る
の
で
し
ょ
う
。

県
内
ど
こ
で
も

か
か
り
や
す
い
病
院
に

―
―

ア
ク
セ
ス
の
点
で
は
、
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

Ｅ
さ
ん　

現
在
地
は
県
内
の

ど
こ
か
ら
で
も
通
院
し
や
す
く

便
利
で
す
ね
。

　

Ｃ
さ
ん　

私
は
姫
路
市
に
住

ん
で
い
ま
す
が
、
病
院
が
ポ
ー

ア
イ
に
移
転
す
る
と
遠
く
な
っ

て
困
り
ま
す
。
県
北
西
部
や
淡

路
島
か
ら
通
院
し
て
い
る
方
も

た
く
さ
ん
い
ま
す
か
ら
、
今
の

場
所
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

Ｂ
さ
ん　

ど
う
し
て
も
移
転

が
必
要
な
ら
、
今
よ
り
西
側
に

作
っ
て
ほ
し
い
。
阪
神
間
に

は
、
神
戸
市
立
中
央
市
民
病
院

や
県
立
尼
崎
病
院
、
兵
庫
医
大

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
比

べ
て
県
北
西
部
に
は
大
き
な
病

院
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

県
立
病
院
な
の
で
す
か
ら
、
県

全
体
の
こ
と
を
考
え
て
ほ
し
い

で
す
。

キ
ャ
リ
ー
オ
ー
バ
ー
の

診
療
体
制
を

―
―

県
は
「
移
転
で
二
つ
の
病

院
が
連
携
す
る
こ
と
で
、
キ
ャ

リ
ー
オ
ー
バ
ー
患
者
の
診
療
体

制
が
で
き
る
」
と
説
明
し
て
い

ま
す
。

　

Ｄ
さ
ん　

移
転
の
た
め
の
理

由
づ
け
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

中
央
市
民
病
院
の
移
転
計
画
が

出
さ
れ
た
際
も
、
新
病
院
が
で

き
れ
ば
キ
ャ
リ
ー
オ
ー
バ
ー
の

診
療
体
制
を
つ
く
る
と
聞
い
て

い
ま
し
た
。
い
ざ
新
病
院
が
開

院
す
る
と
、「
医
師
が
確
保
で

き
な
か
っ
た
」
と
何
も
変
わ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
も
同
じ

で
は
な
い
か
と
不
信
感
を
持
っ

て
い
ま
す
。

　

Ｅ
さ
ん　

私
の
子
ど
も
は
大

学
生
で
す
が
、
今
で
も
こ
ど
も

病
院
に
通
院
し
て
い
ま
す
。
他

の
病
院
に
行
っ
て
も
先
天
性
の

心
臓
病
は
診
ら
れ
な
い
と
言
わ

れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
就
職
・
結

婚
・
出
産
な
ど
、
人
生
を
過
ご

し
て
い
く
上
で
、
キ
ャ
リ
ー
オ

ー
バ
ー
患
者
を
支
え
て
く
れ
る

体
制
は
、
確
か
に
不
可
欠
で

す
。
私
た
ち
は
、
成
育
医
療
セ

ン
タ
ー
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
県

に
要
望
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

Ａ
さ
ん　

こ
ど
も
病
院
は
現

在
地
で
建
て
替
え
、
成
育
医
療

セ
ン
タ
ー
と
し
て
医
療
体
制
を

充
実
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

核
戦
争
に
反
対
す
る
医
師
の

会
（
反
核
医
師
の
会
）
は
11
月

５
、
６
日
、「
第
22
回
核
戦
争

に
反
対
し
、
核
兵
器
の
廃
絶
を

求
め
る
医
師
・
医
学
者
の
つ
ど

い
in
埼
玉
」
を
さ
い
た
ま
市
内

で
開
催
。
全
国
か
ら
医
師
、
歯

科
医
師
な
ど
４
０
８
人
が
集
ま

っ
た
。
兵
庫
協
会
か
ら
は
池
内

春
樹
理
事
長
を
は
じ
め
、
林
祐

介
、
武
村
義
人
、
川
西
敏
雄
各

副
理
事
長
、
八
木
秀
満
理
事
が

参
加
し
た
。

　

開
会
に
際
し
、
青
山
邦
夫
実

男
（
民
主
）、
浜
田
昌
良
（
公

明
）、
井
上
哲
士
（
共
産
）、
阿

部
知
子
（
社
民
）、
川
田
龍
平

（
み
ん
な
）
各
議
員
が
核
廃
絶

に
向
け
た
取
り
組
み
を
報
告
。

非
核
三
原
則
の
法
制
化
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
担
保
と
し
て
非

核
神
戸
方
式
の
全
国
導
入
な
ど

が
議
論
さ
れ
た
。
各
議
員
は
参

加
者
に
「
地
元
の
議
員
に
議
連

に
参
加
し
、
核
廃
絶
を
推
進
す

る
よ
う
、
働
き
か
け
て
ほ
し

い
」
と
訴
え
た
。

　

ほ
か
に
、
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
放
射
線
被
ば
く
と
医
の
倫

理
」、
女
優
の
斉
藤
と
も
子
氏

に
よ
る
詩
の
朗
読
、
分
科
会
な

ど
が
開
催
さ
れ
た
。

行
委
員
長
（
埼
玉

反
核
医
師
の
会
運

営
委
員
）
は
、

「
核
兵
器
廃
絶
だ

け
で
な
く
、
脱
原

発
の
運
動
も
合
わ

せ
て
広
げ
よ
う
」

と
あ
い
さ
つ
し

た
。

　

国
際
核
軍
縮
・

不
拡
散
議
連
に
参

加
す
る
各
会
派
の

国
会
議
員
に
よ
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

行
わ
れ
、
稲
見
哲

〝
受
診
抑
制
を
実
感
〞

〝
十
分
な
診
療
報
酬
を
〞

院長署名に切実な声院長署名に切実な声

高すぎる患者負担 軽減を高すぎる患者負担 軽減を

核
廃
絶
へ
の
取
り
組
み

各
党
か
ら
報
告

思
い
が
び
っ
し
り
と
書
き
こ
ま
れ
て
い
る

現在地で機能充実を現在地で機能充実を

全国心臓病の子どもを守る会兵庫県支部

祝いの花を受けとる郷地副理事長（右端）

郷地副理事長 出版記念のつどい郷地副理事長 出版記念のつどい

被曝の危険性知らせよう被曝の危険性知らせよう

埼玉ゆかりの医師らによる記念シンポジウム
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薬
科
部
研
究
会
「
婦
人
病
の
漢
方
」

北阪神支部　第北阪神支部　第2626回総会・記念講演回総会・記念講演

尼
崎
支
部　

医
療
と
福
祉
を
考
え
る
会

尼
崎
支
部　

医
療
と
福
祉
を
考
え
る
会

西宮・芦屋支部　30周年記念のつどい西宮・芦屋支部　30周年記念のつどい

舌
や
生
理
の

　
　

状
態
で
把
握

感 想 文

り
、
作
業
前
後
の
簡
単
な
ス
ト

レ
ッ
チ
を
習
慣
づ
け
る
な
ど
、

再
発
予
防
に
努
め
る
こ
と
が
大

事
で
す
。

　

講
習
で
は
、
実
際
に
さ
ま
ざ

ま
な
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
教
え

て
い
た
だ
き
、
同
じ
ヘ
ル
パ
ー

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ヘ
ル
パ
ー
さ講師の指導を受けストレッチ体操

い
て
、
と
て
も
分
か
り
や
す
く

を
テ
ー
マ
に

記
念
講
演

し
、
会
員
や

ス
タ
ッ
フ
、

市
民
ら
64
人

が
参
加
し

た
。

　

岩
本
氏

は
、
東
日
本

大
震
災
が
発

生
し
た
そ
の

　

薬
科
部
は
11
月
５
日
、
県
農

業
会
館
で
研
究
会
「
こ
れ
だ
け

は
知
っ
て
お
き
た
い
婦
人
病
の

漢
方
」
を
開
催
。
命
門
堂
漢
方

薬
局
の
前
田
康
男
先
生
が
講
演

し
、
84
人
が
参
加
し
た
。
参
加

者
の
感
想
文
を
紹
介
す
る
。

痰
飲
・
血
虚
・
血
瘀
の
六
つ
の

症
候
の
ど
れ
に
あ
て
は
ま
る
か

を
診
断
し
、
そ
の
患
者
さ
ん
に

合
っ
た
薬
用
植
物
を
用
い
た
漢

方
薬
を
決
定
し
ま
す
。

　

舌
診
も
大
切
な
情
報
源
で

の
気
血
水
の
分
類
し
た
図
の
説

明
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置

関
係
が
よ
く
理
解
で
き
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
同
会
場
で
開
催
さ

れ
た
、
広
川
恵
一
先
生
に
よ
る

「
聴
診
」
の
研
究
会
で
は
聴
診

器
を
実
際
に
手
に
取
り
、
自
分

の
心
音
を
聞
き
ま
し
た
。
基
本

か
ら
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
実
は
あ
ま
り
聞
け

ま
せ
ん
で
し
た
。
夫
の
医
院
に

あ
る
聴
診
器
で
練
習
し
て
み
る

の
も
良
い
か
な
。

　

最
近
の
薬
学
生
は
、「
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
医
療
」
を
学
ん
で
い

る
と
聞
き
ま
す
。
薬
局
や
訪
問

で
も
、
実
際
に
患
者
さ
ん
の
舌

診
や
聴
診
を
さ
せ
て
い
た
だ
け

た
ら
、
患
者
さ
ん
を
中
心
に
し

た
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
医
療
」
に

生
か
せ
る
の
だ
ろ
う
な
と
思
い

ま
し
た
。

【
伊
丹
市
・
か
わ
む
ら
歯
科

 

薬
剤
師　

川
村　

美
保
】

舌診の方法などを学んだ

元
京
大
原
子
炉
実
験
所
の
岩
本
氏
が
講
演

日
の
う
ち
に
、
発
電
所
内
で
メ

ル
ト
ダ
ウ
ン
（
炉
心
溶
融
）
が

始
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
あ
げ
、

格
納
容
器
な
ど
の
「
放
射
性
物

質
を
閉
じ
込
め
る
五
つ
の
壁
」

が
崩
壊
し
た
事
故
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
説
明
。「
東
電
は
『
福
島

の
事
故
は
想
定
外
だ
』
と
言
っ

て
い
る
が
、
間
違
っ
た
想
定
の

上
で
『
事
故
は
起
こ
り
得
な

い
』
と
し
て
き
た
反
省
が
ま
っ

た
く
な
い
こ
と
は
異
常
」
と
、

政
府
と
東
電
の
姿
勢
を
批
判
し

た
。

説
明
い
た
だ

き
、
た
め
に
な

り
ま
し
た
。

　

腰
痛
を
起
こ

し
て
し
ま
っ
た

ら
、
た
と
え
痛

み
は
改
善
さ
れ

た
と
し
て
も
、

筋
肉
量
は
低
下

し
た
ま
ま
の
状

態
の
た
め
、
腰

ベ
ル
ト
の
装
着

を
心
が
け
た

公開講演会に
 市民ら150人

感
想
文

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
10
月
22

日
、
西
宮
神
社
会
館
で
、
支
部

設
立
30
周
年
記
念
の
つ
ど
い
を

開
催
。
東
京
大
学
大
学
院
薬
学

系
研
究
科
准
教
授
の
池
谷
裕
二

先
生
を
講
師
に
招
い
た
市
民
公

開
講
演
会
「
脳
を
知
っ
て　

脳

を
活
か
す
」
に
は
、
会
員
・
市

民
ら
１
５
０
人
が
参
加
し
た
。

西
村
喜
子
氏
に
よ
る
ヴ
ィ
オ
ラ

・
ダ
・
ガ
ン
バ
の
演
奏
や
支
部

活
動
の
歴
史
や
思
い
出
を
語
る

会
員
交
流
も
行
わ
れ
た
。
講
演

会
で
司
会
を
務
め
た
谷
端
先
生

の
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

　

今
回
、「
支
部
設
立
30
周
年

記
念
の
つ
ど
い
」
に
司
会
と
し

て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

司
会
は
初
め
て
の
こ
と
で
緊

張
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
広
川

先
生
を
は
じ
め
他
の
先
生
方
の

優
し
い
お
言
葉
で
な
ん
と
か
無

事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

講
師
の
池
谷
先
生
に
よ
る

「
脳
の
ゆ
ら
ぎ
」
の
仕
組
み

や
、「
脳
の
反
射
力
」
を
鍛
え

る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の

お
話
は
大
変
面

白
く
、
ま
た
感

心
い
た
し
ま
し

た
。

　

西
村
喜
子
先

生
の
ヴ
ィ
オ
ラ

・
ダ
・
ガ
ン
バ

の
楽
器
演
奏

も
、
も
う
少
し

た
く
さ
ん
聞
け

れ
ば
と
思
い
ま

し
た
。

　

私
は
無
知
の

た
め
、
池
谷
先

生
を
存
じ
上
げ

な
か
っ
た
の
で

す
が
、
後
日
新
聞
で
拝
読
し
、

著
名
な
方
と
改
め
て
感
じ
入
っ

た
次
第
で
す
。

　

翌
日
の
「
支
部
設
立
30
周
年

記
念
い
も
堀
り
大
会
」
に
も
子

ど
も
と
共
に
参
加
し
、
大
変
楽

し
い
２
日
間
を
過
ご
せ
ま
し

た
。

　

今
後
も
西
宮
・
芦
屋
支
部
が

さ
ら
に
発
展
さ
れ
ま
す
よ
う
、

私
も
少
し
で
も
お
力
に
な
れ
れ

ば
と
思
い
ま
し
た
。

【
芦
屋
市
・
歯
科

 

谷
端　

美
香
】

　

尼
崎
支
部
は
10
月
20
日
、
関

西
労
災
病
院
で
第
81
回
医
療
と

福
祉
を
考
え
る
会
を
開
催
し
、

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
ら
34
人
が
参

加
し
た
。「
働
く
人
の
腰
痛
予

防
〜
看
護
介
護
職
の
た
め
の
腰

痛
に
な
ら
な
い
身
体
創
り
と
作

業
の
コ
ツ
」
を
テ
ー
マ
と
し
、

関
西
労
災
病
院
理
学
療
法
士
の

高
野
賢
一
郎
氏
が
講
演
し
た
。

参
加
者
感
想
文
を
紹
介
す
る
。

ん
た
ち
に
も
、
ぜ
ひ
広
め
よ
う

と
思
い
ま
し
た
。

　

良
質
な
介
護
が
実
施
で
き
る

よ
う
、
日
頃
か
ら
腰
痛
を
起
こ

さ
な
く
て
す
む
よ
う
、
ス
ト
レ

ッ
チ
体
操
を
実
行
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

【
尼
崎
市
・
㈲
ケ
ア
ベ
ス
ト　

　

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者

 

森
定
る
り
ゑ
】

新
役
員
体
制
を
確
認
し
、
10
年

度
活
動
報
告
と
11
年
度
方
針
を

採
択
し
た
。

　

元
京
都
大
学
原
子
炉
実
験
所

教
員
の
岩
本
智
之
氏
が
「
原
発

〝
安
全
神
話
〞
の
崩
壊
と
代
替

エ
ネ
ル
ギ
ー
〜
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
事
故
か
ら
考
え
る
」

多数の市民が参加した池谷裕二先生の講演会

原発安全神話の
誤りを解明

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
で

腰
痛
予
防

感 想 文

摂
取
す
る
と
良

い
そ
う
で
す
。

　

婦
人
病
の
漢

方
製
剤
は
、
生

理
血
の
状
態
・

周
期
・
量
・
生

理
前
後
の
症
状

や
帯
下
な
ど
、

生
理
の
状
況
か

ら
も
決
め
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
婦
人

病
の
漢
方
製
剤

す
。
ま
ず
、
舌
質
や
色
か
ら
豆

腐
舌
（
気
虚
）・
餅
舌
（
正
常

・
気
滞
・
湿
）・
鉄
板
舌
（
津

虚
・
陰
虚
）・
ル
ビ
ー
舌
（
陰

虚
化
熱
）
に
分
類
で
き
ま
す
。

舌
苔
の
潤
い
か
ら
も
潤
苔
・
滑

苔
・
粘
苔
・
乾
苔
が
あ
り
、
色

も
白
・
黄
・
黒
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
か
ら
様
々
な
こ
と
が
わ

か
る
こ
と
に
は
驚
き
で
す
。
病

的
な
舌
の
場
合
に
は
、
状
態
を

緩
め
る
た
め
に
茄
子
や
柿
な
ど

の
甘
味
の
あ
る
素
材
の
食
物
を

　

「
婦
人
病
の
漢
方
」
と
い
う

こ
と
で
、
薬
剤
師
と
し
て
だ
け

で
は
な
く
女
性
と
し
て
も
興
味

を
持
っ
て
、
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

漢
方
は
「
気
血
水
」
と
「
虚

実
」
で
身
体
を
内
面
か
ら
捉
え

ま
す
。
ま
ず
患
者
さ
ん
に
漢
方

問
診
票
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら

い
、
気
血
水
と
虚
実
の
組
み
合

せ
で
、
気
虚
・
気
滞
・
津
虚
・

　

な
ぜ
腰
痛
は
発
生
す
る
の

か
。
そ
の
原
因
と
仕
組
み
に
つ

　

北
阪
神
支
部
は
10
月
22
日
、

伊
丹
市
立
商
工
プ
ラ
ザ
で
第
26

回
総
会
を
開
催
。
中
井
通
治
支

部
長
や
金
川
清
人
新
幹
事
な
ど

　

ま
た
、
原
子
力
発
電
を
「
未

完
成
な
の
で
は
な
く
、『
も
と

も
と
完
成
す
る
は
ず
が
な
い
技

術
』
と
捉
え
な
お
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
し
、
①
原
発
は

安
全
、
②
石
油
資
源
は
枯
渇
す

る
、
③
原
子
力
は
二
酸
化
炭
素

を
出
さ
な
い
、
④
原
子
力
は
安

い
と
の
四
つ
の
原
子
力
神
話
の

誤
り
を
豊
富
な
デ
ー
タ
を
も
っ

て
解
明
し
た
。

　

関
西
電
力
の
原
発
に
つ
い
て

は
「
東
電
の
原
子
炉
と
危
険
性

は
変
わ
ら
な
い
。
若
狭
湾
の
複

雑
な
地
形
を
見
る
だ
け
で
も
不

安
定
と
わ
か
り
、
過
去
に
津
波

の
被
害
が
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら

し
、「
わ
れ
わ
れ
被
災
地
以
外

の
住
民
も
、
原
発
へ
の
意
識
を

高
め
て
い
く
と
同
時
に
、
太
陽

光
や
風
力
、
地
熱
な
ど
の
代
替

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
移
行
に
む
け

て
広
範
な
議
論
を
進
め
る
べ

き
」
と
呼
び
か
け
た
。

第28回地域医療を考える懇談会

～阪神地域の場合～

日　時　12月３日（土）14時30分～17時　　会　場　伊丹市立商工プラザ４Ｆ

〈話題提供〉

公立学校共済組合近畿中央病院副院長　　小林　研二先生
公立学校共済組合近畿中央病院外科医長　西岡　清訓先生
カモミール訪問看護ステーション主任　　下茂　朋子氏
かわむら歯科院長、協会理事　　　　　　川村　雅之先生

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1817　吉永まで

がん患者の病診連携クリティカルパスがん患者の病診連携クリティカルパス　全医家向け医薬品約18,000品目について、
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集。
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一般用医薬品のほぼ全てを網羅した医療機関の定番書籍！
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「
医
療
へ
の
情
熱
を
未
来
へ

つ
な
ぐ
〜
国
民
皆
保
険
50
周
年

を
知
っ
て
い
ま
す
か
」「
被
災

地
の
医
療
を
考
え
る
」
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
に
、
10
月
30
日
に
県

農
業
会
館
で
開
催
さ
れ
た
協
会

の
第
20
回
日
常
診
療
経
験
交
流

会
の
参
加
記
を
紹
介
す
る
。

　

恒
例
と
な
っ
た
医
科
・
歯
科

・
薬
科
交
流
企
画
の
今
年
の
テ

ー
マ
は
、「
日
常
診
療
に
お
け

る
睡
眠
（
呼
吸
）
障
害
へ
の
対

応
〜
眠
れ
な
い
・
眠
り
た
い
・

眠
り
す
ぎ
」
で
し
た
。

　

大
阪
回
生
病
院
睡
眠
医
療
セ

ン
タ
ー
部
長
の
谷
口
充
孝
先
生

は
、
睡
眠
の
専
門
医
と
し
て
最

近
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
中
心
に
、

基
礎
的
な
デ
ー
タ
か
ら
具
体
的

な
閉
塞
性
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候

群
（
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｓ
）
や
レ
ス
ト
レ

ス
レ
ッ
グ
ズ
症
候
群
ま
で
、
幅

広
く
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

睡
眠
は
無
駄
な
時
聞
で
は
な
く

生
体
に
と
っ
て

必
要
で
、
不
眠

の
原
因
は
多
要

因
が
か
ら
み
あ

い
、
生
活
習
憤

の
見
直
し
が
必

要
で
あ
る
と
ま

と
め
ら
れ
ま
し

た
。

　

井
尻
歯
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
井

尻
博
和
先
生
か

ら
は
、
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｓ
に
お
け
る
オ

ー
ラ
ル
ア
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
（
Ｏ

Ａ
）
の
具
体
的

睡眠障害について様々な立場から活発に意見交換した

な
製
作
の
テ
ク

ニ
ッ
ク
や
秘
訣

を
、
余
す
こ
と

な
く
披
露
い
た

だ
い
た
。
ま

た
、
実
際
の
Ｏ

医・歯・薬科医・歯・薬科
交 流 企 画交 流 企 画

睡
眠
障
害―

原
因
と

治
療
を
各
分
野
か
ら

　

特
別
分
科
会
「
被
災
地
の

医
療
を
考
え
る
」
で
は
、
岩

手
県
陸
前
高
田
市
・
県
立
高

田
病
院
院
長
の
石
木
幹
人
先

生
、
同
県
大
槌
町
・
植
田
医

院
院
長
の
植
田
俊
郎
先
生
、

宮
城
県
亘
理
町
・
鳥
の
海
歯

科
医
院
院
長
の
上
原
忍
先
生

が
、
被
災
直
後
か
ら
の
救
援

活
動
、
医
療
機
関
再
建
の
取

た
。
来
年
１
月

に
は
仮
設
病
棟

も
設
置
さ
れ
る

予
定
で
、
こ
れ

か
ら
も
仲
間
と

共
に
高
田
病
院

り
組
み
な
ど
に

つ
い
て
報
告
し

た
。

　

石
木
先
生

は
、
震
災
に
よ

る
津
波
被
害
で

入
院
患
者
や
ス

タ
ッ
フ
が
命
を

落
と
し
壊
滅
的

な
被
害
を
受
け

た
高
田
病
院
の

様
子
を
、
当
時

の
写
真
を
紹
介

し
な
が
ら
説

明
。
被
災
後
、

全
国
の
支
援
を

受
け
、
苦
難
を

乗
り
越
え
立
ち

上
が
っ
て
き
た

経
験
を
話
し

被
災
地
医
療
の
課
題
を
議
論
し
た

　

〝
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

誰
で
も
〞
国
民
皆
保
険
制
度
を

あ
ら
た
に
見
つ
め
る
観
点
か

ら
、
国
民
皆
保
険
に
つ
い
て
の

演
題
が
２
例
あ
り
ま
し
た
。
池

内
春
樹
先
生
の
講
演
は
歴
史
と

展
望
に
つ
い
て
、
一
般
の
国
民

に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な

い
講
演
内
容
で
あ
り
、
人
間
の

尊
厳
を
占
う
有
益
な
も
の
で
し

た
。

　

北
井
明
先
生
か
ら
は
、
そ
の

中
で
国
保
保
険
料
滞
納
世
帯
が

４
４
５
万
世
帯
あ
り
、
国
民
皆

保
険
制
度
存
続
の
危
機
も
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
東
京
で

開
催
さ
れ
た
国
民
皆
保
険
に
関

す
る
英
国
の
医
学
雑
誌

「Lancet

」
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
内
容
紹
介
が
あ
り
、
日

本
の
国
民
皆
保
険
制
度
そ
の
も

の
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
制
度
の
維
持
と
発
展

の
努
力
不
足
が
世
間
一
般
に
あ

る
こ
と
、
同
時
に
、
50
周
年
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
低
調
で
あ
る

こ
と
が
残
念
と
北
井
先
生
は
指

摘
さ
れ
ま
し
た
。

Ｔ
画
像
を
用
い
て
パ
ノ
ラ
マ
Ｘ

線
検
査
と
比
較
し
た
報
告
は
、

医
科
か
ら
も
、
と
て
も
興
味
を

感
じ
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
内
容
も
日
常
診
療

経
験
交
流
会
の
報
告
と
し
て
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

 

【
三
田
市　

森
下　

順
彦
】

　

今
回
６
演
題
は
、
野
島
多
恵

子
さ
ん
、
井
上
や
よ
い
さ
ん
、

木
村
優
美
さ
ん
、
脇
野
耕
一
先

生
、
加
藤
末
子
さ
ん
、
山
本
麻

里
子
さ
ん
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　

発
表
さ
れ
た
皆
様
お
よ
び
協

力
さ
れ
た
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の

熱
意
、
工
夫
に
加
え
、
面
倒
な

手
続
き
を
乗
り
越
え
て
結
果
を

出
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
敬
意

を
表
し
た
い
。

　

ま
と
め
て
し
ま
え
ば
10
分
間

に
収
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

が
、
さ
ぞ
幾
多
の
試
行
錯
誤
、

紆
余
曲
折
を
経
て
の
努
力
の
結

集
で
、
こ
の
結
論
が
得
ら
れ
た

こ
と
だ
ろ
う
と
推
察
し
た
。

　

膨
大
な
資
料
が
あ
り
、
た
く

さ
ん
お
喋
り
に
な
り
た
か
っ
た

で
あ
ろ
う
に
、
ポ
イ
ン
ト
を
絞

り
、
聴
衆
に
わ
か
り
や
す
く
ま

と
め
ら
れ
た
頭
の
良
さ
に
も
感

心
し
た
。

　

短
い
時
間
で
あ
っ
た
が
、
フ

ロ
ア
か
ら
発
言
さ
れ
た
大
頭
信

義
先
生
は
、
毎
回
印
象
に
残
る

コ
メ
ン
ト
を
出
さ
れ
る
が
、
今

回
も
印
象
に
残
る
お
話
で
あ
っ

た
。
も
っ
と
時
間
が
あ
れ
ば
と

残
念
で
あ
っ
た
。

　

今
回
発
表
さ
れ
た
全
員
の
お

方
に
お
願
い
し
た
い
の
は
、
来

年
度
も
こ
の
続
き
を
お
聞
か
せ

い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
い

る
。
福
田
俊
明
座
長
の
運
営
に

も
感
心
し
た
。

 

【
灘
区　

岡
本　

好
司
】

　

次
に
、
大
災
害
時
の
マ
ス
コ

ミ
報
道
を
ど
う
み
る
か
、
独
特

の
視
点
か
ら
北
井
先
生
の
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

今
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
「
被
災

地
の
医
療
を
考
え
る
」
に
関
連

し
て
、
実
際
、
災
害
時
に
役
立

つ
の
は
被
災
地
で
は
ロ
ー
カ
ル

ラ
ジ
オ
や
携
帯
端
末
を
含
む
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
で
あ

り
、
被
災
地
以
外
で
は
非
常
用

の
衛
星
通
信
網
や
海
底
ケ
ー
ブ

ル
な
ど
光
フ
ァ
イ
バ
ー
回
線
網

な
ど
の
整
備
に
普
段
の
努
力
が

不
可
欠
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
下
顎
智
歯
抜
歯
の
際

下
顎
智
歯
根
尖
と
下
顎
管
と
の

位
置
関
係
に
つ
い
て
大
槻
榮
人

先
生
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
歯
科
用
コ
ー
ン
ビ
ー
ム
Ｃ

Ａ１分科会Ａ１分科会

皆保険の現状と
意義を再度認識

Ａ２分科会Ａ２分科会

短時間の発表の裏に
多大な努力のあとが

心肺蘇生法講習会心肺蘇生法講習会

リアルな状況設定で
参加者に顕著な効果

　

日
常
診
当
日
企
画
の
心
肺

蘇
生
法
実
技
講
習
会
は
、
芦

田
乃
介
先
生
な
ら
び
に
、
日

本
Ｂ
Ｌ
Ｓ
協
会
の
Ｂ
Ｌ
Ｓ
ヘ

ル
ス
ケ
ア
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の

片
山
恵
子
さ
ん
、
奥
澤
友
佳

子
さ
ん
、
芦
田
智
永
さ
ん
、

そ
し
て
私
、
村
上
博
で
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、
米
国
心
臓

協
会
の
日
本
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
の
一
つ
で
あ

る
、
日
本
Ｂ
Ｌ
Ｓ
協
会
に
所

属
す
る
Ｂ
Ｌ
Ｓ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
で
あ
る
。
今
回
、
医

療
職
向
け
の
短
時
間
で
行
な

う
心
肺
蘇
生
法
講
習
に
、
実

際
の
場
面
で
一
次
救
命
処
置

に
自
ら
積
極
的
に
参
加
で
き

る
こ
と
を
め
ざ
し
て
、
実
験

的
に
新
し
い
手
法
を
取
り
入

れ
て
み
た
。

　

当
日
は
48
人
の
参
加
、
歯

科
関
係
者
が
６
割
で
あ
っ

た
。
ま
ず
８
グ
ル
ー
プ
に
分

け
、
日
本
Ｂ
Ｌ
Ｓ
協
会
よ
り

お
借
り
し
た
ア
ク
タ
ー
と
い

う
胸
骨
圧
迫
の
道
具
を
用
い

て
行
っ
た
。

　

進
行
は
、
い
き
な
り
の
Ｃ

Ｐ
Ｒ
、「
少
な
く
と
も
５
㎝

の
深
さ
」「
少
な
く
と
も
１

分
間
１
０
０
回
」「
絶
え
間

な
い
胸
骨
圧
迫
」、
そ
れ
ぞ

れ
の
実
技
と
振
り
返
り
、
講

習
前
と
講
習
後
の
「
小
テ
ス

ト
」、
講
習
後
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
も
行
っ
た
。

　

リ
ア
ル
な
状
況
づ
く
り
の

た
め
の
小
道
具
（
実
際
に
人

の
胸
を
押
し
て
い
る
よ
う
に

見
せ
る
器
具
）
と
蒼
白
メ
イ

ク
を
行
っ
て
、
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
が
倒
れ
る
中
、
実
際

に
心
肺
蘇
生
を
し
て
い
る
か

の
よ
う
な
？
実
演
を
行
っ

た
。
で
き
る
だ
け
受
講
生
が

リ
ア
ル
な
実
体
験
と
し
て
講

習
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
、
多
く
の
工
夫

を
凝
ら
し
た
。

　

講
習
後
の
参
加
者
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
は
「
し
っ
か
り
実

習
で
き
て
自
信
が
つ
い
た
」

な
ど
好
評
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
テ
ス

ト
内
容
は
講
習

前
後
と
も
に
全

く
同
じ
も
の
を

採
用
し
、
そ
の

成
績
で
研
修
の

到
達
度
の
評
価

を
試
み
た
。
こ

れ
も
、
講
習
前

後
で
有
意
な
成

績
の
上
昇
が
見

ら
れ
、
わ
れ
わ

れ
が
行
っ
た
講

習
は
十
分
な
効

果
が
認
め
ら
れ

た
。

【
西
宮
市

 

村
上　

博
】

参
加
者
も
積
極
的
に
挑
戦

外来外来からから被災地医療、皆保険被災地医療、皆保険までまで
第20回日常診療経験交流会　参加記

Ａ
の
効
果
を
Ｐ
Ｓ
Ｇ
検
査
を
前

後
で
測
定
し
比
較
提
示
し
、
さ

ら
に
、
Ｏ
Ａ
作
製
の
困
難
例
や

効
果
が
出
に
く
い
例
に
も
言
及

さ
れ
、
最
後
に
医
科
・
歯
科
の

連
携
の
重
要
性
を
示
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ウ
イ
ン
グ
調
剤
薬
局
の
長
光

由
紀
先
生
は
、
薬
剤
師
の
立
場

か
ら
不
眠
治
療
の
主
要
薬
剤
や

薬
の
副
作
用
と
し
て
の
唾
眠
障

害
、
薬
剤
の
相
互
作
用
に
つ
い

て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
睡
眠
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ

な
資
料
を
配
布
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

全
国
の
保
険
医
協
会
の
中
で

唯
一
、
医
科
・
歯
科
・
薬
科
が

集
う
兵
庫
協
会
の
す
ば
ら
し
い

と
こ
ろ
が
発
揮
で
き
る
よ
う

に
、
こ
れ
か
ら
も
良
い
企
画
を

練
り
あ
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

し
た
。

【
た
つ
の
市　

清
水　

映
二
】

特別分科会特別分科会
被災地医療被災地医療

救
援
活
動
、医
療
機
関

再
建
の
課
題
を
提
起の

再
建
を
め
ざ
し
、
地
域
医

療
の
再
生
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
決
意
を
述
べ
た
。

　

植
田
先
生
は
、
避
難
所
で

の
医
療
活
動
の
経
験
を
踏
ま

え
、
災
害
医
療
の
課
題
と
し

て
①
医
療
情
報
の
保
護
・
活

用
・
共
有
②
医
療
拠
点
の
確

保
③
人
、
資
材
輸
送
の
確
保

④
早
期
に
慢
性
期
へ
の
移
行

準
備―

な
ど
を
あ
げ
た
。

　

上
原
先
生
は
、
被
災
地
医

療
の
今
後
の
課
題
と
し
て
、

医
療
機
関
再
建
の
た
め
の
国

の
法
的
・
資
金
的
助
成
の
必

要
性
や
、
地
域
医
療
に
お
け

る
情
報
連
携
の
必
要
性
、
診

療
デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

の
問
題
な
ど
を
あ
げ
た
上

で
、「
地
域
の
復
興
あ
っ
て

の
地
域
医
療
の
復
興
」
だ
と

し
て
、
医
療
機
関
再
建
の
た

め
に
は
被
災
地
・
被
災
者
の

復
興
が
不
可
欠
だ
と
し
た
。

 

【
編
集
部
】



２０１１年(平成２３年)１１月２５日(毎月３回５・15・25日発行) 兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可) 第１６７２号（５）

年開催日 テーマ 講師

08
年

１／26 かかりつけ医による関節リウマチ診療のポイント
神戸大学医学部保健学科医療基礎学講座
准教授　三浦靖史先生

２／９ 虫や動物による皮膚疾患 赤穂市民病院皮膚科部長　和田康夫先生

４／26 消化管疾患診療の最新の話題－カプセル、ガイドラインなど－
大阪医科大学内科学第二教室　教授　
樋口和秀先生

９／13 新型インフルエンザ発生時における地域の医療について
仙台医療センター　臨床検査部　
ウイルスセンター長　西村秀一先生

12／13
プライマリケア医のためのうつ病診断
と初期治療の要点－抗うつ薬の功罪か
ら自殺予防の心得まで－

広島大学病院医系総合診療科　准教授　
佐伯俊成先生

09
年

１／31 抗菌薬の考え方、使い方 神戸大学医学部附属病院感染症内科　
岩田健太郎先生

２／11 皮膚のトラブル解決法 おゆみの皮フ科医院（千葉市）　
中村健一先生

３／14 高血圧治療の最前線（ARB／利尿薬合剤）～古くて新しい低用量利尿薬～
名古屋市立大学大学院医学研究科　心臓
・腎高血圧内科学教授　木村玄次郎先生

４／18 患者さんを楽しくやる気にさせるコミュニケーション（糖尿病を中心に）
京都医療センター　臨床研究センター
予防医学研究室長　坂根直樹先生

５／23 医療事故と刑事裁判－県立大野病院事件の法廷で考えたこと－ 安福法律会計事務所　安福謙二弁護士

５／30 プライマリケアのための性感染症 松木泌尿器科医院（高松市）
松木孝和先生

６／６ 新型インフルエンザの現況とその対応 神戸市立医療センター中央市民病院　
感染症科部長　春田恒和先生

６／20
細菌性髄膜炎から子どもたちを守る－髄
膜炎の早期発見は出来ません！ワクチン
をすべての子どもたちに－

耳原総合病院　小児科　武内一先生

８／１ 兵庫県でみられるハンセン病 兵庫県立がんセンター皮膚科　
熊野公子先生

９／27 新型インフルエンザ　第２波への対応 自治医科大学附属病院　臨床感染症セン
ター　感染症科　准教授　矢野晴美先生

10／４
講演①　誰も教えてくれなかった診断
学講演②　もう一つの診断法－スナッ
プ診断－

名古屋第二赤十字病院　
救急・総合内科部長　野口善令先生

10／11 講演①　関節痛へのアプローチ講演②　関節リウマチの大原則
聖路加国際病院アレルギー膠原病科　
岸本暢将先生

11／21 ターゲットは腎臓－専門医が考える最適な降圧治療とは－

京大大学院医学研究科（内分泌代謝内科
・腎臓グループ）特任講師　
笠原正登先生

　協会研究部主催の講演DVDを作成しています。価格はいずれも１枚1,000円。ご注文
は、☎078－393－1803研究部まで。※本DVDは会員の先生方個人の視聴用のみにご利
用ください。 （2010～11年開催分は次号に掲載）

　

「
第
10
回
あ
な
た
と
わ
た
し

の
展
示
会
」
が
、
日
常
診
の
併

行
企
画
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

陶
芸
・
写
真
な
ど
、
12
医
療
機

関
か
ら
全
23
点
の
作
品
出
展
が

あ
っ
た
。

　

ど
れ
を
と
っ
て
も
力
の
こ
も

っ
た
作
で
、
中
で
も
親
子
そ
ろ

っ
て
の
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
出
展
」

が
頼
も
し
く
思
え
た
。
親
子
が

懸
命
に
な
っ
て
粘
土
と
戦
っ
て

い
る
様
子
が
、
作
品
を
手
に
取

り
眺
め
て
い
る
と
思
い
浮
か
ん

で
く
る
。
次
回
の
展
示
会
に

は
、
さ
ら
に
す
ば
ら
し
い
作
品

を
期
待
し
た
い
と
思
う
。

　

今
回
は
写
真
の
展
示
が
多

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
か
ら
語

り
か
け
て
く
る
も
の
、
ま
た
、

静
と
動
の
間
で
何
か
訴
え
る
も

の
が
あ
っ
た
。
作
品
の
前
で
少

し
の
時
間
、
立
ち
止
ま
っ
て
し

ま
っ
た
。

　

次
に
、
旅
先
で
の
写
真
で

は
、
そ
の
地
に
出
向
い
た
よ
う

な
気
に
な
る
作
品
も
何
点
か
見

受
け
ら
れ
た
。

　

医
院
新
聞
の
展
示
も
あ
り
、

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
見
ご
た
え

の
あ
る
院
内
新
聞
10
点
が
披
露

さ
れ
た
。

　

会
場
の
一
部
に
は
、
今
年
１

年
間
の
文
化
部
の
活
動
を
ス
ラ

イ
ド
シ
ョ
ー
形
式
で
見
る
こ
と

が
で
き
た
。
Ｂ
Ｇ
Ｍ
の
心
地
良

い
音
楽
に
誘
わ
れ
て
、
し
ば
し

の
時
間
、
そ
の
紹
介
に
見
入
る

人
も
い
た
。

　

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
の
最
後
に

は
手
話
学
習
会
の
紹
介
が
あ

り
、
当
協
会
で
は
継
続
事
業
と

し
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
。
今

年
で
14
回
目
を
迎
え
、
日
々
の

臨
床
の
場
で
必
要
性
を
感
じ
た

場
合
に
は
、
ぜ
ひ
文
化
部
手
話

学
習
会
を
大
い
に
活
用
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

　

「
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ー

ナ
ー
」
で
は
、
高
橋
診
療
所
の

新
田
誠
先
生
に
よ
る
「iPad

、
iPod

、iPhone

と
パ
ソ
コ
ン

Netw
ork

」
の
展
示
お
よ
び
デ

モ
が
行
わ
れ
た
。

【
西
宮
市
・
歯
科

 

　

加
藤　

隆
久
】

（上）作品に見入る参加者ら
（下） 恒例となった情報ネットワークコーナ

ーでのデモ

語
り
か
け
て
く
る
よ
う
な

魅
力
あ
る
作
品
が
豊
富

　

初
め
て
薬
剤
師
の
方
々
の
演

題
の
司
会
を
し
た
。

　

滝
本
桂
子
先
生
と
長
光
由
紀

先
生
か
ら
は
、
睡
眠
薬
の
使
用

状
況
に
つ
い
て

貴
重
な
報
告
を

い
た
だ
い
た
。

「
薬
剤
師
は
過

量
服
薬
の
リ
ス

ク
の
高
い
患
者

の
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
」
と
い
う

言
葉
は
印
象
的

で
あ
っ
た
。
医

師
と
患
者
を
つ

な
ぐ
役
割
と
し

て
の
薬
剤
師
の

存
在
を
痛
感
し

た
。

薬剤師から多彩な発表があったＢ分科会

　

森
本
愛
先
生
の
、
薬
局
に
お

け
る
薬
学
生
の
実
習
受
け
入
れ

に
つ
い
て
の
報
告
も
貴
重
で
あ

っ
た
。
実
務
実
習
は
薬
学
部
卒

業
後
、
い
か
に
即
戦
力
に
な
れ

る
か
と
い
う
点
で
重
要
で
あ

る
。
大
学
に
い
る
と
、
な
か
な

か
現
場
は
体
験
で
き
な
い
も
の

で
あ
る
。

　

学
校
薬
剤
師
の
報
告
も
貴
重

で
あ
っ
た
。
空
気
、
照
度
、

水
、
ダ
ニ
な
ど
の
検
査
や
、
保

健
室
・
理
科
室
な
ど
の
管
理
を

行
う
と
の
こ
と
で
あ
る
。
検
査

や
管
理
の
状
況
が
よ
く
わ
か
っ

た
。

　

患
者
さ
ん
の
送
迎
に
つ
い
て

の
尼
崎
市
・
野
村
医
院
ス
タ
ッ

フ
の
報
告
も
貴
重
で
あ
っ
た
。

送
迎
範
囲
は
原
則
と
し
て
尼
崎

市
内
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

高
齢
、
独
居
、
要
介
護
者
に
と

っ
て
は
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ

る
。
本
年
10
月
の
時
点
で
定
期

利
用
者
36
人
、
臨
時
も
含
め
る

と
50
人
以
上
の
送
迎
を
さ
れ
て

い
る
の
は
立
派
だ
。
こ
れ
か
ら

　

第
20
回
日
常
診
療
経
験
交
流

会
に
分
科
会
座
長
と
し
て
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

ま
で
は
、
心
肺
蘇
生
の
実
技
講

習
を
受
け
、
講
演
を
聞
い
て
帰

る
だ
け
で
し
た
。

　

分
科
会
に
お
い
て
発
表
さ
れ

た
先
生
方
に
は
、
ご
自
身
が
さ

れ
た
こ
と
、
経
験
さ
れ
た
こ
と

な
ど
、
わ
か
り
や
す
く
講
演
さ

れ
、
大
変
よ
か
っ
た
で
す
。

　

個
人
的
に
は
、
た
か
た
ク
リ

ニ
ッ
ク
・
高
田
裕
先
生
の
「
患

者
満
足
度
の
把
握
に
外
来
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
」
が
参
考

に
な
り
ま
し
た
。
以
前
、
当
院

で
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を
考
え
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
診
療
側
か

ら
す
れ
ば
患
者
か
ら
ど
の
よ
う

な
評
価
・
コ
メ
ン
ト
が
返
っ
て

く
る
か
不
安
で
ア
ン
ケ
ー
ト
が

実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
勇

気
を
も
っ
て
行
わ
れ
た
高
田
先

生
の
報
告
を
聞
き
、
あ
ら
た
め

て
検
討
し
た
い
と
思
っ
た
次
第

で
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
発
生

後
に
現
地
支
援
に
赴
か
れ
た
西

原
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
西
原
弘
道
先

生
の
報
告
も
印
象
的
で
し
た
。

　

学
会
の
研
究
発
表
の
場
で
は

な
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
日
常

診
療
に
お
い
て
困
っ
た
こ
と
や

ト
ピ
ッ
ク
ス
的
な
こ
と
を
テ
ー

マ
に
し
て
、
多
く
の
医
師
・
歯

科
医
師
に
発
表
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

　

医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
医
療
従
事

者
の
方
が
参
加
さ
れ
、
も
っ
と

自
由
な
意
見
交
換
の
場
が
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

【
灘
区
・
歯
科

 

鈴
田　

明
彦
】

　

広
川
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
広

川
恵
一
先
生
は
「
高
血
圧
症
通

院
者
の
健
康
管
理
の
検
討
〜
２

年
間
の
診
療
状
況
と
脈
圧
・
平

均
血
圧
に
つ
い
て
」
を
発
表
さ

れ
た
。
診
療
の

場
で
患
者
か
ら

脈
拍
に
つ
い
て

の
質
問
が
多
い

が
基
準
が
な
い

こ
と
か
ら
、
自

院
で
の
２
年
間

の
診
療
状
況
を

踏
ま
え
報
告
さ

れ
た
。

　

広
川
先
生
の

も
う
一
つ
の
演

題
は
「〝
不
確

定
〞
に
掉
さ
す
内
科
外
来
診
療

の
工
夫
〜『
負
け
じ
と
打
つ
』

外
来
診
療
」
で
あ
っ
た
。
患
者

は
、
あ
る
症
状
の
原
因
が
複
数

に
な
っ
て
く
る
50
歳
を
目
途

に
、
診
断
方
法
を
考
慮
し
直
す

べ
き
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

井
尻
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
井

尻
博
和
先
生
は
「
被
災
地
に
お

け
る
歯
科
医
療
活
動
に
つ
い
て

考
え
る
〜
宮
城
県
で
の
支
援
活

動
を
ふ
ま
え
て
」
を
発
表
さ
れ

た
。
５
月
上
旬
に
井
尻
先
生
ご

自
身
も
参
加
さ
れ
た
東
日
本
大

震
災
被
災
地
で
の
歯
科
医
療
支

援
活
動
に
つ
い
て
、
記
録
に
の

っ
と
り
報
告
さ
れ
た
。
被
災
地

の
状
況
を
実
際
に
目
の
当
た
り

し
、
井
尻
先
生
は
国
の
対
応
不

足
を
指
摘
。
こ
れ
か
ら
仮
設
住

宅
な
ど
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
向

け
、
兵
庫
協
会
が
行
う
べ
き
こ

と
を
提
言
さ
れ
た
。

　

最
後
に
新
神
戸
歯
科
の
藤
井

佳
朗
先
生
が
「
最
近
の
電
磁
波

事
情
と
歯
科
治
療
」
を
発
表
さ

れ
た
。
藤
井
先
生
は
以
前
か
ら

電
磁
波
の
悪
影
響
を
指
摘
さ
れ

て
お
り
、
今
回
も
藤
井
先
生
の

実
診
療
か
ら
電
磁
波
の
影
響
に

つ
い
て
披
露
さ
れ
た
。
特
筆
す

べ
き
は
、
今
年
に
な
っ
て
Ｗ
Ｈ

Ｏ
が
電
磁
波
の
有
害
性
を
認
め

発
表
し
た
こ
と
で
あ
る
。
今
後

の
研
究
に
期
待
し
た
い
。

【
中
央
区
・
歯
科

 

川
西　

敏
雄
】

外来での豊富な経験が報告された

Ｂ
１
分
科
会

Ｂ
１
分
科
会

医
師
と
患
者
を
つ
な
ぐ

薬
剤
師
の
大
切
な
役
割

Ｂ２分科会Ｂ２分科会

日常診療での経験
今後も意見交換を

Ｃ分科会Ｃ分科会

外来から被災地医療まで
考察深い多様な問題提起

も
地
域
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て

ほ
し
い
と
思
う
。

 

【
明
石
市　

池
本　

恒
彦
】

展示会展示会

〈会員限定〉参加できなかった研究会をDVDで
診療内容向上研究会ほか講演録DVD
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①次長②庶務、財政、近
畿ブロック、情報ネッ
ト、九条の会③北阪神

小お

川が
わ　

　

昭あ
き
ら

②庶務、情報ネット③
北摂・丹波

平ひ
ら

井い　

裕ゆ
う

子こ

①次長②財政、収納管
理③神戸

難な
ん

波ば

登と

志し

子こ

①主幹②審査対策、研
究③加古川・高砂

都と

甲ご
う　

克か
つ

彦ひ
こ

①次長②研究、審査対
策、病院・有床診、薬
科③北摂・丹波

黒く
ろ

木き　

直な
お

明あ
き

②地域医療、薬科③西
宮・芦屋

山や
ま

田だ　

友と
も

道の
り

②作業室

内う
ち

山や
ま

喜き

代よ

美み

②庶務、女医の会、渉
外③神戸

柳や
な
ぎ
は
ら原
ゆ
き
子こ

②財政③神戸

横よ
こ

山や
ま　

哲て
つ

朗ろ
う

②新聞、環境・公害③
姫路・西播

小こ

西に
し

さ
く
ら

②政策、反核・平和、
九条の会③明石

平ひ
ら

田た　

雄た
け

大ひ
ろ

②新聞、環境・公害③
淡路

楠
く
す
の
き　

真し
ん

次じ

郎ろ
う

①参与②医療運動、新
聞、近畿ブロック、渉外
③姫路・西播

岡お
か

本も
と　

光み
つ

男お

①主幹②医療活動、政
策、反核・平和、九条
の会③西宮・芦屋

岡お
か
ば
や
し林　

信し
ん

一い
ち

②組織、審査対策③加
古川・高砂

松ま
つ

村む
ら　

佳よ
し

人ひ
と

②グループ保険、職団
保険、医賠責③但馬

足あ

立だ
ち　

俊と
し

彦ひ
こ

②収納管理、保険医年
金③神戸

沖お
き

野の　

美み

樹き

②研究、審査対策、地域
医療、震災対策③尼崎

高た
か

山や
ま　

忠た
だ

徳の
り

②地域医療、テレホン
サービス③西宮・芦屋

伊い

藤と
う　

正ま
さ

尚な
お

①主幹②保険医年金、
年金融資③尼崎

長な
が

澤さ
わ　

明あ
き

彦ひ
こ

①次長②共済、収納管
理、情報ネット③淡路

段だ
ん
ば
や
し林　

　

真ま
こ
と

②休業保障制度、所得
補償保険③尼崎

駒こ
ま

ケが

嶺み
ね　

舞ま
い

①次長②政策、収納管
理、審査対策、組織・
経営、九条の会③北播

石い
し

本も
と　

紳し
ん

二じ

①主幹②審査対策、医
療活動、スタッフ対策
③明石

本ほ
ん

田だ

由ゆ

美み

子こ

①次長②医療運動、政
策③神戸

角か
ど

屋や　

洋よ
う

光こ
う

②組織、文化③神戸

佐さ

さ々

木き

慶よ
し

博ひ
ろ

②税経、融資、女医の
会③神戸

田た

村む
ら　

美み

樹き

②組織、情報ネット③
北播

納の
う

富と
み　

章あ
き

宏ひ
ろ

②組織、文化③北阪神

吉よ
し

永な
が　

大だ
い

輔す
け

①課長②組織、文化、
若手医師の会、収納管
理③尼崎

荒あ
ら

川か
わ　

尚な
お

子こ

②作業室

山や
ま

根ね　

優ゆ
う

子こ

事務局員紹介事務局員紹介
私たちがサポート役です。ご相談はお気軽に！
①役職　②主な担当部門
③支部

兵　庫　県兵　庫　県
保険医協会保険医協会

藤
ふじ

田
た

　誠
せい

治
じ

事務局長事務局長
庶務、財政、情報ネッ
トワーク、保団連近畿
ブロック
☎078－393－1801

研究、審査指導対策、地
域医療、テレホンサービ
ス、病院・有床診、薬科
☎078－393－1803

組織､ 税経､ 融資､ 文
化
☎078－393－1817

医療運動、政策、新
聞、反核・平和、環境
・公害
☎078－393－1807

保険医年金、休業保障
制度、グループ保険、
所得補償保険、医賠責
☎078－393－1805

医療活動、医療運動、
審査対策
☎078－393－1809

うつ病等の精神障害による就業不能も補償／
入院は１日目から、自宅療養は５日目から補償
／ご家族、スタッフも加入ＯＫ

■ 団体保険だから断然安い保険料
■ 最高５０００万円の高額保障
■ 配偶者１０００万円のセット加入あり

■ ライフプランに合わせていつでも
　 増額･減額できます
■ 医師による診査はありません

グループ保険グループ保険グループ保険グループ保険

所得補償保険所得補償保険所得補償保険所得補償保険

 秋の共済制度普及 好評受付中 !

他の医賠責保険にご加入でない先生方へ。
・医療上の事故、医療施設の事故を補償医師賠償責任保険医師賠償責任保険医師賠償責任保険医師賠償責任保険

「休業保障制度」ご加入の先生へ

•必ず第三者の医師に受診してください。（受診後の休業に対
し保障します）

•柔道整復師（はり・きゅう）等による施術は給付対象外です。
•休業中は診療行為はせず、完全にお仕事を休んでください。
　※ 自宅療養、代診をおいても給付されますので、忘れず申請
してください。

休業されたら、休業されたら、
　　すぐ共済部までご連絡ください　　すぐ共済部までご連絡ください

医療活動医療活動 総　務総　務

組　織組　織

歯　科歯　科

共　済共　済

政策・宣伝政策・宣伝
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西
区
・
歯
科　
　

吉
岡　

正
雄

次
回
改
定
は
７
％
以
上
の

歯
科
診
療
報
酬
の
ア
ッ
プ
を

　

厚
生
労
働
省
は
11
月
２
日
、

医
療
経
済
実
態
調
査
（
本
年
６

月
実
施
）
を
中
医
協
に
報
告
し

ま
し
た
。
こ
の
報
告
に
よ
り
ま

す
と
、
歯
科
個
人
診
療
所
で

は
、
損
益
差
額
（
所
得
）
は
２

年
前
の
調
査
か
ら
約
21
万
円
マ

イ
ナ
ス
と
、
大
幅
な
所
得
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
内
訳
は
、　

収
入
で
９

万
円
減
、
支
出
が
12
万
円
増
、

結
果
と
し
て
21
万
円
の
所
得
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
所
得

減
を
補
う
に
は
、
次
回
改
定

で
、
７
％
以
上
の
診
療
報
酬
の

ア
ッ
プ
を
要
求
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

収
入
で
は
、
診
療
報
酬
は
１

・
８
万
円
（
０
・
６
％
）
ア
ッ

プ
し
て
い
ま
す
が
、
前
回
改
定

時
の
２
・
09
％
の
改
定
率
に
は

ほ
ど
遠
く
、
厚
労
省
に
強
く
訴

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
自
由
診
療
の
落
ち

込
み
が
激
し
く
、
８
・
３
万
円

（
18
・
８
％
）
ダ
ウ
ン
の
35
・

９
万
円
。
こ
の
結
果
、
収
入
は

９
万
円
下
が
っ
て
い
ま
す
。

　

支
出
（
経
費
）
は
、
全
体
で

12
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

特
に
「
そ
の
他
の
医
業
費
用
」

が
約
10
万
円
増
え
て
い
ま
す
。

レ
セ
プ
ト
電
子
化
に
伴
う
「
レ

セ
コ
ン
」
関
連
の
費
用
が
増
え

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

以
上
の
結
果
、
よ
り
良
い
歯

科
医
療
の
推
進
の
た
め
に
は
、

次
回
診
療
報
酬
改
定
で
は
、
７

％
以
上
の
ア
ッ
プ
を
要
求
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
由
診
療
の
落
ち
込

み
が
保
険
診
療
よ
り
も
大
幅
で

あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
（
十
数

年
前
に
は
60
万
円
↓
今
は
36
万

円
）、
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科

医
療
運
動
を
推
進
し
て
ゆ
く
こ

と
が
ま
す
ま
す
必
要
で
あ
る
こ

と
を
再
度
確
認
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

地
域
医
療
部
は
、
10
月
29
日

に
協
会
会
議
室
で
、
第
42
回
通

所
リ
ハ
施
設
連
絡
会
「
自
分
も

歳
を
と
っ
た
ら
行
き
た
い
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て
」
を
開

催
。
西
宮
市
・
ユ
ニ
コ
の
森
村

上
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
・

ユ
ニ
コ
の
森
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ

ー
御
影
理
事
長
の
村
上
博
先
生

を
講
師
と
し
、
医
師
や
看
護

師
、
介
護
士
な
ど
25
人
が
参
加

し
た
。

　

「
非
営
利
型
株
式
会
社
ユ
ニ

コ
の
森
」
を
設
立
し
、
小
児
科

院
長
の
ほ
か
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ

ー
理
事
長
と
し
て
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
る

村
上
先
生
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
や

る
気
を
引
き
出
す
た
め
に
自
身

が
取
り
入
れ
て
い
る
「
Ａ
Ｒ
Ｃ

Ｓ
モ
デ
ル
」
に
つ
い
て
解
説
。

「
頭
の
中
に
変
化
が
な
け
れ
ば

何
回
注
意
し
て
も
行
動
は
変
わ

ら
な
い
」
と
し
て
、
ス
タ
ッ
フ

が
自
信
と
満
足
感
を
得
ら
れ
る

よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
重
要

性
を
指
摘
し
た
。

　

ま
た
、
チ
ー
ム
の
中
で
ス
タ

ッ
フ
の
「
気
づ
き
」
を
生
む
た

め
、「
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
メ
ソ

ッ
ド
」
な
ど
海
外
で
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
る
手
法
に
つ
い
て
も

紹
介
し
、
地
域
に
必
要
と
さ
れ

る
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
を
目
指
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
を
分

か
り
や
す
く
説
明
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
ス
タ
ッ

フ
の
連
携
を
ど
の
よ
う
に
高
め

て
い
く
か
と
い
う
方
法
を
具
体

的
に
お
話
し
い
た
だ
き
参
考
に

な
っ
た
」「
い
ま
働
い
て
い
る

通
所
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
て
新

し
い
視
野
が
広
が
り
、
と
て
も

良
い
勉
強
に
な
っ
た
。
利
用
者

と
楽
し
く
１
日
を
過
ご
せ
て
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た

が
ん
ば
り
た
い
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
た
。

南
の
国
の
偉
人　

西
郷
隆
盛
の

生
き
様
に
学
ぶ 
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鹿
児
島
で
の
西
郷
の
人
気
は

現
代
で
も
圧
倒
的
な
強
さ
だ
。

そ
の
仁
徳
と
と
も
に
苦
難
を
も

の
と
も
せ
ず
突
き
進
む
行
動

力
、
日
本
の
国
を
根
底
で
支
え

て
生
き
て
い
る
民
衆
を
愛
し
て

や
ま
な
い
心
意
気
、
死
を
賭
し

て
戦
う
侍
精
神
な
ど
、
数
え
上

げ
た
ら
き
り
が
な
い
。

　

「
彼
こ
そ
、
武
士
の
最
大
た

る
も
の
、
最
後
の
も
の
が
世
を

去
っ
た
。
維
新
に
お
け
る
西
郷

の
役
割
を
余
さ
ず
書
く
こ
と

は
、
維
新
史
の
全
体
を
書
く
こ

と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
明
治
維

新
は
西
郷
の
維
新
で
あ
っ
た
」

（
内
村
鑑
三
『
代
表
的
日
本

人
』
よ
り
）

　

西
郷
の
モ
ッ
ト
ー
の
第
１
条

は
、「
敬
天
愛
人
」
で
あ
る
。

支
配
者
た
る
も
の
は
、
天
の
道

を
実
践
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ

こ
に
は
少
し
の
私
心
も
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。
心
を
公
平
に
配

り
、
正
道
を
踏
み
、
賢
人
を
選

び
、
そ
の
役
職
に
ふ
さ
わ
し
く

な
い
人
物
に
職
を
与
え
て
恩
賞

と
す
る
の
は
、
一
番
い
け
な
い

こ
と
だ
。

　

戊
辰
戦
争
や
江
戸
薩
摩
藩
邸

の
焼
き
討
ち
な
ど
で
敵
対
関
係

に
あ
っ
た
庄
内
藩
は
、
敗
れ
た

が
立
派
に
戦
っ
た
武
士
魂
を
認

め
、
丁
重
に
応
対
し
た
西
郷
の

懐
の
深
さ
に
心
酔
し
て
、
庄
内

藩
主
を
は
じ
め
若
者
を
薩
摩
に

国
内
留
学
さ
せ
た
。
そ
の
結

果
、
世
に
出
た
書
物
が
『
南
洲

翁
遺
訓
』
で
あ
る
。

　

西
郷
の
考
え
て
い
た
こ
と
、

憤
り
、
嘆
き
の
声
が
聞
こ
え
て

く
る
よ
う
で
あ
る
。

　

城
山
の
洞
窟
を
出
て
、
桜
島

を
正
面
に
望
む
高
台
に
座
り
、

西
郷
の
追
想
し
た
こ
と
は
何
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
最
後
ま
で
付

き
従
っ
た
別
府
晋
介
に
「
晋
ど

ん
、
も
う
こ
こ
ら
で
よ
か
、
介

錯
を
お
頼
み
申
す
」
と
言
っ

て
、
小
刀
を
腹
に
あ
て
た
と
い

う
。

　

世
界
で
初
め
て
精
神
科
専

門
病
院
を
な
く
し
た
、
イ
タ

リ
ア
の
実
話
映
画
化
作
品

「
人
生
、
こ
こ
に
あ
り
！
」

を
ご
案
内
し
ま
す
。

　

昨
年
、
協
会
も
後
援
し
た

「
ハ
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
１

０
」
で
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

・
大
熊
一
夫
氏
が
イ
タ
リ
ア

と
日
本
の
精
神
科
医
療
の
違

い
を
ご
講
演
さ
れ
ま
し
た

が
、
本
作
品
は
ご
講
演
内
容

通
り
で
し
た
。

　

ス
ト
ー
リ
ー
は
、
１
９
７

８
年
イ
タ
リ
ア
・
ミ
ラ
ノ
を

舞
台
に
「
精
神
保
健
の
聖

地
」
と
し
て
運
動
が
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
の

年
、
新
し
く
制
定
さ
れ
た

「
バ
ザ
リ
ア
法
」
に
よ
っ

て
、
精
神
科
専
門
病
院
が
閉

鎖
さ
れ
ま
し
た
。

白岩一心

75

人
生
、こ
こ
に
あ
り
！

　

し
か
し
な
が
ら
、
行
き
場

を
失
っ
た
患
者
た
ち
は
、
病

院
付
属
協
同
組
合
に
集
め
ら

れ
、
社
会
復
帰
が
で
き
な
い

現
状
。
そ
し
て
、
主
人
公
で

組
合
員
の
ネ
ッ
ロ
は
、
健
常

者
の
立
場
か
ら
、
熱
血
的

に
、
無
気
力
の
患
者
た
ち
と

一
緒
に
、
様
々
な
偏
見
に
立

ち
向
か
い
ま
す
。

　

ネ
ッ
ロ
に
は
、
病
に
対
す

る
知
識
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

法
的
に
解
放
さ
れ
た
患
者
た

ち
の
人
格
や
人
権
を
認
め
、

患
者
た
ち
の
根
気
や
細
部
へ

の
こ
だ
わ
り
な
ど
特
性
を
生

か
し
た
木
材
工
の
事
業
を
立

ち
上
げ
ま
す
。
患
者
た
ち
に

も
労
働
賃
金
が
配
ら
れ
、
働

く
喜
び
を
感
じ
始
め
ま
す
。

　

ネ
ッ
ロ
は
い
ろ
ん
な
苦
難

に
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
、
恋
人

・
サ
ラ
に
支
え
て
も
ら
い
ま

す
。
精
神
疾
患
に
理
解
あ
る

革
新
的
な
医
師
・
フ
ル
ラ
ン

と
の
出
会
い
が
人
生
を
変
え

て
い
き
ま
す
。

　

「
生
き
る
意
味
・
働
く
意

味
」
を
深
く
教
え
ら
れ
て
い

く
過
程
で
、
フ
ル
ラ
ン
は
患

者
た
ち
の
投
薬
量
を
思
い
き

っ
て
減
量
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
中
で
、
患
者
で
あ
る
心

優
し
い
ジ
ー
ジ
ョ
が
活
動
に

行
き
詰
ま
り
、
自
ら
の
命
を

絶
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
や
む
を
得
な
い
事
故

に
よ
り
、
ネ
ッ
ロ
は
自
責
の

念
に
さ
い
な
ま
れ
、
罪
の
意

識
か
ら
、
患
者
た
ち
と
の
交

流
も
中
断
し
て
し
ま
い
ま

す
。

　

け
れ
ど
も
、
ネ
ッ
ロ
を
熱

血
な
運
動
家
に
戻
し
た
の
は

紛
れ
も
な
く
、
患
者
た
ち
で

し
た
。

　

映
画
は
、
コ
メ
デ
ィ
ー
タ

ッ
チ
で
展
開
し
、
イ
タ
リ
ア

人
の
明
る
い
性
格
も
鑑
賞
で

き
ま
す
。

　

精
神
疾
患
の
患
者
も
健
常

者
も
同
じ
人
間
だ
と
す
る

「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
も

訴
え
か
け
て
い
ま
す
。
日
本

文
化
と
の
違
い
は
あ
り
ま
す

が
、
や
は
り
精
神
科
専
門
病

院
を
な
く
し
た
イ
タ
リ
ア
は

画
期
的
で
す
。

　

精
神
疾
患
で
悩
む
患
者
の

深
層
心
理
も
描
か
れ
て
、
ま

た
別
の
見
所
は
、
ネ
ッ
ロ
を

強
く
支
え
て
い
く
サ
ラ
の
女

性
と
し
て
の
魅
力
で
す
。
そ

し
て
、
医
療
の
原
点
は
、

「
人
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し

て
平
等
」
だ
と
思
い
知
ら
さ

れ
ま
す
。

　

涙
あ
り
、
笑
い
あ
り
、
そ

し
て
育
ま
れ
る
人
と
人
の
絆

を
描
き
、
食
や
ア
ー
ト
だ
け

で
な
い
、
イ
タ
リ
ア
に
魅
了

さ
れ
る
作
品
で
す
。

　

日
本
で
は
、
タ
ブ
ー
視
さ

れ
る
内
容
を
繊
細
に
描
く
本

作
品
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。
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〈乳児に対するRSウイルス　　
 　　抗原検査が保険適用に〉
Ｑ１　RSウイルス感染症が疑われる乳
児に対して、RSウイルス抗原検査を行
うことは可能か。
Ａ１　可能です。従前、RSウイルス抗
原検査は入院患者のみに限定されていま
したが、2011年10月17日の厚生労働省保
健局医療課長通知（保医発1017第１号）
により、保険適用の対象患者として、入

研究部保険請求
〈医科〉

院患者以外に、乳児およびパリビズマブ
製剤の適用患者が追加されました。

（参考）
RSウイルス抗原は、下記のいずれか
に該当する患者について、当該ウイル
ス感染症が疑われる場合に適用する。
　ア　入院中の患者
　イ　乳児（１歳未満）
　ウ　 パリビズマブ製剤の適用となる

患者

Ｑ２　RSウイルス抗原検査はどの項目
で算定するのか。
Ａ２　Ｄ012（感染症免疫学的検査）18
のRSウイルス抗原（150点）および免疫
学的検査判断料（144点）を算定します。

スタッフが自信と
満足感を得られるために

通所リハ施設連絡会

税経個別相談会
日　時　12月11日（日）13時～17時の間
会　場　協会会議室
費　用　１時間あたり5000円
　　（医経研会員は年２回まで無料）
お申し込み、お問い合わせは、
 ☎078－393－1817　田村まで

桜島を望む高台で自刃した
西郷。最後の心境とは――

お申し込み、お問い合わせは、☎078－393－1817　吉永まで

文化部ファミリーパーティー そば打ち体験

　三田・永沢寺そば道場のそば打ち愛好家で、全麺協三段、地方認定
審査員としてもご活躍の福田俊明先生にご指導いただきます。ご家
族、スタッフお誘いあわせてご参加ください。

日　時　12月23日（金・祝）10時～14時
会　場　こうべ市民福祉交流センター
指　導　三田市・福田歯科医院　福田　俊明先生
参加費　大人1500円　子ども500円
定　員　30人（事前申込順）

支 部 の 催 物 案 内支 部 の 催 物 案 内

日　時　12月10日（土）18時～20時
会　場　 三田市・キッピーモール６階
テーマ　 医院継承・閉院の準備と留

意点～法人・個人と親子継
承・第三者継承

講　師　㈱日本医業総研　柳尚信氏
※終了後、懇親会（会費4000円）

■北摂・丹波支部■会員懇談会

日　時　12月10日（土）
　　　　18時30分～20時30分
会　場　オステリア・ロッソ
参加費　5000円（小学生2500円）

■明石支部■クリスマスパーティー



保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（研究部）☎078－393－1809（歯科）朝９時30分から保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（研究部）☎078－393－1809（歯科）朝９時30分から

 ☎ 078･393･1801
Fax 078･393･1802
http://www.hhk.jp/

（８）第１６７２号(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞２０１１年(平成２３年)１１月２５日(毎月３回５・15・25日発行)

診診 内内 研研
よよ りり 449

１．リンパ浮腫とは
　リンパ浮腫は、組織間液の循環システ
ムを担うリンパ管系の輸送障害および細
胞性蛋白処理機能の低下により生じる。
　分類として、遺伝的素因等による原因
が明らかでない「原発性リンパ浮腫」
と、リンパ節郭清を伴う悪性腫瘍治療や
照射後の皮膚線維症等に起因する「続発
性リンパ浮腫」に分けられる。
　重症化すると、日常生活に支障を生じ
るため、早期からの取り組みが必要であ
る。

２．リンパ浮腫の症状
　主症状として、むくみ、だるさ、疲れ
やすさ、皮膚の乾燥、硬化、線維化、脂
肪組織の増加等があげられる。
　症状は、びまん性に進行するが、頻繁
に炎症を繰り返すと象皮病にまで進む場
合もある。
　発症時期については、術直後に発症す
る場合もあれば、５年や10年以上経過し
てから発症することもある。

３．リンパ浮腫の病期
　病期分類については、国際リンパ学会
によるものが指標とされる（表１）。
　患肢は、部位によって病状が異なるこ
とが多いため、最も進行した部位より判
断される。

４．保存治療
（１）複合的治療の概要
　複 合 的 治 療（Complex Physical 
Therapy：以下、CPT）は、解剖学的な
循環系やリンパ管の走行、皮膚機能を考
慮した四つの要素〔スキンケア〕〔医療
用リンパドレナージ（Manual lymph 
drainage：以下、MLD〕〔圧迫療法〕〔運
動療法〕を用いる。
　患者の個別の状態に応じて実施するこ
とにより、組織間隙に過剰に貯留する浮
腫液を軽減し、皮膚症状を改善させる。
早期より適切な治療やケア、指導を開始
することで症状の深刻な重症化を防ぎ、
QOL低下を招くさまざまな合併症の発症
頻度の減少を期待できる。
　発症予防や症状悪化の回避を目指した
日常生活における留意点やセルフケア指
導（患肢挙上、リスク管理等）を併せて
行うことにより、奏功的に治療効果を得
られる。
（２）適応と禁忌
　CPTの「適応」は、主にリンパ輸送障
害や慢性静脈疾患に起因する局所性浮腫
であり、施術介入による身体的悪影響を
伴わず、過剰な貯留液の軽減を期待でき
る疾患が対象となる。
　「禁忌」については、後述する一般禁
忌と局所禁忌に区別される。悪性腫瘍が
リンパ管に浸潤し発生した浮腫は相対禁
忌とされる（表２）。
（３）医師による診察、治療構成の確認
　CPTを開始する際には、必ず医師の診
察を受け、既往歴、現病歴、内臓性浮腫
およびその他の浮腫をきたす疾患との鑑

リンパ浮腫に対する治療とケア
学校法人後藤学園附属リンパ浮腫研究所所長　 佐藤佳代子先生講演

別、合併症や皮膚疾患の有無、適応禁忌
を確認する。
　治療方針は、単純性のリンパ浮腫であ
るのか、脂肪浮腫、静脈性浮腫等を合併
する混合型であるかにより異なる。
（４）治療法とケア
　①スキンケア
　治療開始前に、左右肢の温度や皮膚状
態（発赤、発疹、熱感、冷え、外傷、創
傷、潰瘍、真菌感染等の有無等）、急性
皮膚炎や蜂窩織炎等の有無を確認する。
特に外性器のリンパ小疱、リンパ漏等
は、気がつきにくいため注意する。
　皮膚保湿には医師から処方された軟膏
類、市販の保湿クリームなどを用いる。
　②医療用リンパドレナージ（MLD）
　MLDは、皮膚を直接手で触れて伸張さ
せることにより表在リンパ管系に対して
刺激を与え、リンパ浮腫を改善させるマ
ッサージ技術である。毛細リンパ管に刺
激を与えることでリンパ液の生成を促
し、リンパ管の自動運搬機能を高める。
　変化の度合いには個人差があるが、患
肢のまだらな硬さや、乾燥して硬くツッ
パリ感のある皮膚に緩やかな伸張性が出
てくる。美容目的のリンパドレナージと
は、異なる。
　③圧迫療法
　圧迫療法には、弾性包帯を用いたバン
デージ療法、および弾性着衣を着用する
方法がある。これらの方法を用い、患肢
を外部から適度に圧迫することにより、
間質組織圧を高め、水分の透過性を抑え
るとともに、組織間液やリンパの再貯留
を防ぐ効果がある。
　原則として、患肢の末梢部にかかる圧
が最も強く、中枢部に向かうに従い漸減
する段階的な圧勾配を考慮する。
　④排液効果を促す運動療法
　　（圧迫下にて）
　弾性包帯や弾性ストッキングにて圧迫
した状態で運動をすると、圧迫要素によ
る皮膚の外壁と筋収縮により組織間隙が
挟まれ、適度に圧迫されることでリンパ
液の排液効果を高める。
　運動療法の内容は、患者の全身状態を
考慮した上、日常生活のなかでも無理な
く繰り返し行える、筋ポンプ作用を中心
とする。

５．日常生活
　炎症を起こす要因は、日常生活のいた
る場面に存在する。「皮膚を傷つけない
ようにすること」「過労を避ける」こと
を心がけることにより、症状悪化や炎症
を起こすリスクを最低限回避できる。
　生活指導の際には患者の生活行動を制
限しすぎることのないよう十分に配慮い
ただきたい。
　症状悪化を回避するポイント（例）：
皮膚の潤い・清潔を保つ、深爪・虫刺さ
れ・ペットによる引っ掻き傷・締めつけ
の強い下着や靴下を避ける、足のサイズ
に合った靴を選ぶ、長時間の同じ姿勢・
正座姿勢・長時間の温泉浴・サウナ浴
（※長時間には個人差があるため、個人
の無理のない程度を目安に）、重い荷物

は分けて運ぶ、栄養バランスの良い食事
をする、等

６ ．リンパ浮腫にかかわる
　診療報酬について
（１）リンパ浮腫指導管理料
　2008年度診療報酬改定により、「リン
パ浮腫指導管理料」が新設された。
　これは、2008年４月以降に、特定のが
ん手術前後の入院中に、リンパ浮腫を発
症する可能性のある患者に対して、リン
パ浮腫の治療・指導の経験を有する医
師、または医師の指示に基づき看護師・
理学療法士が、手術前後にリンパ浮腫に
対する適切な指導を個別に実施した場合
に認められる（2010年度に一部改定）。
関連ホームページ：
http://www.mhlw.go.jp/topics/2008/03/
dl/tp0305-1d.pdf
B-001-7　リンパ浮腫指導管理料（掲載
　医学P18-19　70/311ページ）
http://www.mhlw.go.jp/bunya/iryouhoken/
iryouhoken12/dl/index-011.pdf
B001-7　リンパ浮腫指導管理料・改定
（掲載　P11）
http://www.mhlw.go.jp/topics/2008/03/
dl/tp0305-1a.pdf
「診療報酬の算定方法を定める件」等に

ついて（通知）（掲載P14　17/27ペー
ジ）
（２）付記）弾性着衣の療養費支給につ
いて
　平成20年４月の診療報酬改定により、
厚生労働省保険局より「四肢のリンパ浮
腫治療のための弾性着衣等に係る療養費
の支給における留意事項について」（保
医発第0321001）が施行された。
　これは、リンパ節郭清術を伴う悪性腫
瘍の術後に発生するリンパ浮腫の症状悪
化を防ぐことが目的とされる。
関連ホームページ：http://www.mhlw.
go.jp/topics/2008/03/dl/tp0325-1c.pdf〔保
医発第0321001号（PDF：85KB）〕

おわりに
　これまでの日本の医療において、リン
パ浮腫治療の重要性について語られる機
会は少なかった。
　しかし、がん治療にかかわる総術件数
より年間6,000人以上の新患が増加する
と予測されていることからも、治療とケ
アの必要性は明らかである。
　また、今後、同症状を抱え、同治療法
で改善する原発性リンパ浮腫患者に対し
ても、療養費支給の適用対象として認め
られる日が来ることを願っている。

表１　リンパ浮腫の病期

０期：潜在期
　臨床的には顕在化していない。リンパ管造影、リンパシンチグラフィ等の検
査でリンパ管系の異常を確認可。
１期：可逆期
　圧迫痕ができる柔らかい浮腫。患肢を挙上することでむくみが軽減する。
２期：非可逆期
　二次的な組織病変を伴う浮腫。患肢を挙上しても効果は少ない。
　早期では皮膚は硬くなるが圧迫痕が残る。晩期には圧迫痕は残りにくくなる。
３期：象皮期
　象皮様の硬い浮腫。角化やリンパ小疱等の典型的な皮膚病変も多く認められる。

表２　複合的治療の適応禁忌

MLD療法：
〔一般禁忌〕感染症による急性炎症、心性浮腫（心不全）、下肢静脈の急性疾
患（深部静脈血栓症、急性静脈炎）等
〔相対禁忌〕悪性腫瘍による浮腫
〔局所禁忌〕　
頸部 　 甲状腺機能亢進症、頸動脈洞症候群、不整脈（重症な場合）、頸部の

急性疾患、血圧昇降やホルモン分泌の急激な変化が危惧される場合、
高齢（相対禁忌）等

腹部深部 　 腹部の急性・慢性疾患、妊娠中、腹腔内の手術や照射療法後、（放
射線性腸炎、放射線性膀胱炎等）、大動脈瘤、腸閉塞症の既往が
ある場合、骨盤内静脈血栓症の既往がある場合、高齢（相対禁
忌）等

圧迫療法：
〔全身的な禁忌〕感染症による急性炎症、心性浮腫（心不全）、末梢の閉塞性
動脈疾患など
〔相対禁忌〕高血圧、狭心症、不整脈、強皮症、慢性関節リウマチ、ズデック
症候群、糖尿病などの疾患がある場合や感覚障害をもつ場合および乳幼児等

審査･指導相談日 ●12月８日（木）15時～
●協会５階会議室

※医科は事前予約制 ☎078－393－1803まで　歯科は随時 ☎078－393－1809まで
※ 「指導通知」 が届いたら、 まず保険医協会にご連絡ください。 
※ 『月刊保団連』 同封の 「保険審査相談用紙」 をご利用ください。 


